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5,500人が催しを楽しむ　大町病院祭
　地域に親しまれる開かれた病院を目指す大町総合病院は５月
18日、「築こう！地域と医療の懸け橋を」をテーマに４回目となる
病院祭を開催。過去最多の約5,500人が訪れ、催しを楽しみました。
　ブースには、血圧や血糖の測定を行うミニ健診など健康に関す
るコーナー、東北の物産や地場産品販売などが登場。スキー・モー
グルの元オリンピック選手、上村愛子さんのトークショーや信州
プロレスリングもありました。腹腔鏡下手術の疑似体験では、子
どもたちが実際に医師が練習に使う手術器具を使い、内視鏡の映
像を見ながら箱の中の小さな玉をつかんで籠に入れる課題に挑戦。
馬場凜

りん

さん（北小６年）、遊
ゆ

楽
ら

さん（北小４年）は「ドラマで見て興味
があったのでやってみたかった。難しかった」と話しました。

主な内容
❷　大町市長選挙
❻　第1000号記念　広報おおまちの歩み
�　「住んで良かった　おおまち」を目指して
�　地域とともに歩む大町病院
�　安心・安全に暮らすために自治会に加入を
�　楽しくあそぼう　児童センター
�　大町市交通指導員の皆さんを紹介
�　市民スポーツ祭夏季大会
�　第31回大町アルプスマラソン
�　生涯学習
�　平成27年４月採用　大町市職員募集
�　情報ステーション
�　くらしの案内板



広報おおまち　2014.6 2

　
７
月
13
日（
日
）任
期
満
了
に
伴

う
大
町
市
長
選
挙
を
行
い
ま
す
。

日
程
は
、
６
月
22
日
（
日
）
告
示
、

29
日（
日
）投
開
票
で
す
。

　
こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
関
わ
り
が
深
い
最
も
身
近
な
選

挙
で
す
。
こ
れ
か
ら
４
年
間
の
市

政
の
担
い
手
を
決
め
る
た
め
、
候

補
者
の
政
見
を
よ
く
聞
い
て
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

　
ル
ー
ル
を
守
り
、
明
る
く
、
正

し
い
選
挙
を
行
う
と
と
も
に
、
情

実
や
感
情
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人

は
、
平
成
６
年
６
月
30
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
26
年
３
月
21
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
大
町
市
に
お
住
ま
い

で
、
大
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　
市
外
に
転
出
し
た
人
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
。

投
票
所
と
入
場
券

　「
投
票
所
入
場
券
」は
郵
送
で
お

送
り
し
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
の

様
式
は
、
は
が
き
型
で
最
高
４
人

ま
で
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
家

族
が
５
人
以
上
の
場
合
は
、
は
が

き
が
複
数
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
期
日
前
投
票
所
ま

た
は
当
日
投
票
所
に
出
掛
け
る
際

は
、
ご
自
身
の
部
分
を
切
り
取
っ

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
を
紛
失
や
破
損
し
た
場

合
で
も
投
票
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
６
日
以
降
に
市
内
で
転
居

し
た
人
や
、
そ
れ
以
前
に
転
居
し

て
も
住
民
基
本
台
帳
の
異
動
手
続

き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
前
の
住

所
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

　
５
ペ
ー
ジ
に
投
票
所
の
一
覧
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
を
読
み
ま
し
ょ
う

　
候
補
者
の
政
見
や
経
歴
な
ど
記

載
し
た「
選
挙
公
報
」を
、
６
月
27

日（
金
）ま
で
に
新
聞
折
り
込
み
で

配
布
し
ま
す
。
よ
く
読
ん
で
投
票

し
ま
し
ょ
う
。
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
や
、
大
町
市
に
住
所
が

あ
っ
て
も
仕
事
な
ど
で
市
外
に
お

住
ま
い
の
人
に
は
郵
送
し
ま
す
。

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
以
下

：

市

選
管
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
市

役
所
本
庁
舎
、
八
坂
支
所
、
美
麻

支
所
、
各
公
民
館
な
ど
に
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間

　
投
票
で
き
る
時
間
は
、
午
前
７

時
～
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
た
だ

し
、
第
20
～
23
投
票
所
（
八
坂
・

美
麻
の
各
投
票
所
）
は
午
後
７
時

ま
で
で
す
。

開
票
日
は
当
日

　
開
票
は
、
６
月
29
日
午
後
９
時

か
ら
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
行

い
ま
す
。
開
票
速
報
は
、
会
場
で

発
表
す
る
と
と
も
に
市
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
町
市
長
選
挙

告
示 
６
月
22
日
日　
投
票
日 

６
月
29
日
日

　
６
月
29
日
（
日
）
に
大
町
市
長
選
挙
を
行
い
ま
す
。
今
回
の
選
挙
は
、
投
票
区
を
変
更
し
て
初
め
て

の
選
挙
で
す
。
投
票
所
を
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
　
℡
市
内
線
５
１
１
・
５
０
６
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市
選
管
で
は
、
選
挙
に
行
く
た

め
の
交
通
手
段
の
確
保
と
投
票
率

向
上
を
目
的
に
、
期
日
前
投
票
を

す
る
た
め
に
大
町
市
民
バ
ス
「
ふ

れ
あ
い
号
」
を
利
用
す
る
有
権
者

な
ど
に
、
乗
車
券
２
回（
往
復
）分

を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者

　
期
日
前
投
票
を
す
る
た
め
に

「
ふ
れ
あ
い
号
」を
利
用
す
る
有
権

者
お
よ
び
障
が
い
が
あ
る
有
権
者

を
介
護
す
る
人
が
対
象
で
す
。
障

が
い
が
あ
る
有
権
者
を
介
護
す
る

人
と
は
、
障
害
者
割
引
料
金
が
適

用
さ
れ
る
人
で
す
。

交
付
場
所

　
市
役
所
東
庁
舎
、
八
坂
支
所
、

美
麻
支
所
の
期
日
前
投
票
所
の
受

付交
付
期
間

　
期
日
前
投
票
の
期
間
中

期
日
前
投
票
の
た
め
に
大
町
市
民
バ
ス「
ふ
れ
あ
い
号
」を
利
用
す
る
人
に
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す

乗車券の受け取り方と利用方法
2 乗車証明書を受け取る

4 期日前投票をする

「乗車証明書」と「乗車券」の見本

1 期日前投票を申し出る

3 乗車券を受け取る

5 バスを利用する

運転手に期日前投票をすることを口頭で
申し出ます。

期日前投票所の受付で、「乗車証明書」と
「乗車券」を交換します。乗車券２回（往復）
分をお渡しします。

投票後、「乗車券」を使ってバスを利用
します。乗車券は有効期限がありません
ので、いつでも利用することができます。

「乗車証明書」を受け取ります。
このときは運賃を支払います。
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期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
仕
事
、
学
業
、
地
域
の
行
事
な

ど
で
都
合
が
悪
い
人

▽
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な

ど
で
外
出
す
る
人

▽
病
気
な
ど
の
た
め
に
歩
行
が
困

難
な
人

期
日
前
投
票
所
の
設
置
場
所

　
期
日
前
投
票
所
を
、
市
役
所
東

庁
舎
、
八
坂
支
所
、
美
麻
支
所
に

設
置
し
ま
す
。
投
票
が
で
き
る
期

間
と
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
市
役
所
東
庁
舎
】

■
日
時
　
６
月
23
日（
月
）～
28
日

（
土
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８

時■
会
場
　
東
庁
舎
　
２
階
　
東
中

会
議
室
　
※
土
曜
日
お
よ
び
午
後

６
時
30
分
以
降
は
、
東
庁
舎
１
階

入
口
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物
　
投
票
所
入
場
券

【
八
坂
支
所
、
美
麻
支
所
】

■
日
時
　
６
月
24
日（
火
）～
28
日

（
土
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時■
持
ち
物
　
投
票
所
入
場
券

不
在
者
投
票

　
期
日
前
投
票
期
間
中
お
よ
び
投

票
日
当
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
請
求
は
市
選
管

ま
で
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

告
示
日（
６
月
22
日
）前
で
も
請
求

で
き
ま
す
。

①
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
に

入
院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人

（
施
設
で
の
不
在
者
投
票
）

　
大
町
総
合
病
院
、
鹿
島
荘
、
カ

ト
レ
ヤ
、
れ
ん
げ
荘
、
虹
の
家
な

ど
、長
野
県
選
挙
管
理
委
員
会（
以

下

：

県
選
管
）
が
指
定
す
る
不
在

者
投
票
施
設
に
入
院
ま
た
は
入
所

し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。
市
外

の
施
設
に
入
院
ま
た
は
入
所
し
て

い
る
人
も
、
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　
投
票
は
、
施
設
の
不
在
者
投
票

管
理
者
に
本
人
が
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
市
選
管
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
仕
事
な
ど
で
一
時
的
に
大
町
市

を
離
れ
て
い
る
人
（
遠
隔
地
で
の

不
在
者
投
票
）

　
期
日
前
投
票
期
間
中
お
よ
び
投

票
日
当
日
に
大
町
市
に
戻
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
滞
在
先
（
最

寄
り
）
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
用
紙
な
ど
の
郵
送
や
返
送

に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
請
求
は

市
選
管
ま
で
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

③
歩
行
な
ど
が
困
難
で
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
（
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
）

　
歩
行
が
困
難
な
人
の
う
ち
、
傷

病
の
種
類
や
障
が
い
の
程
度
に

よ
っ
て
は
、
自
宅
な
ど
で
投
票
で

き
る「
郵
便
等
投
票
制
度
」が
利
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
該
当

す
る
人
が
投
票
用
紙
へ
の
記
載
が

困
難
な
場
合
な
ど
は
、「
代
理
記

載
制
度
」
も
利
用
で
き
ま
す
。
い

ず
れ
の
制
度
も
事
前
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
、
市
選
管
ま
で
お
早

め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
投
票
請
求
手
続
き
は
、
６

月
25
日（
水
）ま
で
で
す
。

代
理
投
票

　
体
が
不
自
由
な
た
め
投
票
用
紙

に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
遠
慮
な
く
投
票
所
の
受
付
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
管
理

者
が
、
立
会
人
の
意
見
を
聞
い
て

代
筆
す
る
人
と
立
ち
会
う
人
を
選

任
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

明
る
い
選
挙

　
　
啓
発
ポ
ス
タ
ー

作
品
募
集（
一
般
の
部
）

　
県
選
管
や
市
選
管
な
ど
で
は
、

明
る
い
選
挙
の
推
進
を
図
る
た
め
、

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
に

役
立
つ
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
長
野
県
内
に
お
住

ま
い
の
人（
児
童
・
生
徒
は
除
く
）

■
画
材
　
材
料
は
自
由

■
大
き
さ
の
基
準
　
画
用
紙
の
四

つ
切
り
ま
た
は
八
つ
切
り

■
応
募
締
め
切
り
　
８
月
25
日（
月
）

■
提
出
先
　
応
募
作
品
の
裏
面
右

下
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
を
記
入
の
上
、
市
選

管
へ
。
大
学
・
短
期
大
学
な
ど
の

学
生
は
、
通
学
し
て
い
る
学
校
の

所
在
地
の
市
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
へ
の
提
出
も
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他
　
入
賞
者
は
、
新
聞
紙

面
な
ど
で
氏
名
を
公
表
し
ま
す
。

　
版
権
は
県
選
管
・
市
選
管
な
ど

に
属
し
ま
す
。
選
挙
啓
発
用
カ
レ

ン
ダ
ー
な
ど
に
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
い
た
だ

け
る
場
合
に
限
り
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

議会棟 本庁舎

正面玄関正面玄関

入口
西庁舎

※投票所は２階東中会議室です

期日前投票所位置図（市役所本庁）

駐車場

駐車場

仁科台中学校

情報センター

至西小学校

大
町
高
校

駐
車
場

東
庁
舎
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大町市長選挙

平成26年6月29日執行の

大町市長選挙の投票区および
投票所の一覧表
　投票区見直しにより、投票区および投票所が変更になっている地
区があります。ご自身の投票所をご確認の上、ご来場ください。

投票所名 投票区の区域
1 サン・アルプス大町 大町のうち 俵町、不二塚町、三日町、相生町、大黒町

２ 旧大町市勤労者福祉センター 大町のうち 九日町、六九町、堀六日町、十日町、幸町、宮田町、和町

3 大町市中央保健センター 大町のうち 上仲町、下仲町、名店街、八日町、神栄町、東町、山田町、
北山田町、白塩町、下白塩町、五日町

4 大町市役所 大町のうち 旭町、光明町、仁科町、日の出町、高見町、南原町、
東若宮町、西若宮町、桜田町、北原町、高根町

5 大新田町公民館 大町のうち 大新田町、若宮町、昭電第一アパ－ト、鹿島荘、
昭電白馬荘、昭電第二アパート、昭電第七アパ－ト、
昭電第８アパート、昭電第９アパ－ト

6 中原町公民館 大町のうち 大原町、若原町、大原２号団地、栄町、中原町、東中原町

7 海の口公民館 平のうち 加蔵、青木、中綱、エビスマ原海頭、やなば、西海の口、
東海の口

8 大町市女性未来館ピュア 平のうち 稲尾、山崎、森、木崎、外堀、白樺、仁科郷、新郷、
塩ノ原、二ツ屋

大町のうち 居谷里

9 借馬公民館 平のうち 借馬、借馬団地、西原、伝刀組社宅

10 源汲生活改善センター 平のうち 鹿島、源汲、大町温泉郷、中花見

11 野口公民館 平のうち 野口、上原、日向山、秋葉林、れんげ荘、高瀬入、
エコノミスト村、高瀬分譲地

12 泉公民館 常盤のうち 泉、柿の木市営住宅

13 上一基幹センター 常盤のうち 上一、上一住宅、松原団地

14 下一公民館 常盤のうち 下一、近藤紡社宅･寮

15 清水公民館 常盤のうち 清水

16 須沼公民館 常盤のうち 須沼、常盤南住宅

17 西山公民館 常盤のうち 西山、西山住宅

18 宮本公民館 社のうち 宮本、曽根原、閏田

19 館ノ内公民館 社のうち 山下、館ノ内、社団地、松崎

20 大町市八坂支所 八坂のうち 相川、藤尾、大平、梨平、笹尾、矢下、明野、塩の貝、横瀬、
石原、菖蒲、満仲、菅の窪、小松尾、宮の尾、押の田、
切久保南、切久保北、曽山、一の瀬、大塚、小菅、長畑

21 野平生活改善センター 八坂のうち 池の平、二滝、野平南、野平中、野平北、地志原、舟場、
栃沢、上篭

22 大町市美麻支所 美麻のうち 大塩、二重、新行

23 ぽかぽかランド美遊 美麻のうち 青具、千見
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広
報
お
お
ま
ち
の
歩
み

第1000号
記念

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
を
つ
な
ぐ
情
報
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
昭
和
30
年
７
月
か
ら

続
く
「
広
報
お
お
ま
ち
」
が
、
今
月
号
で

１
０
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
発
行
か
ら

59
年
。
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
は
じ
め
、

イ
ベ
ン
ト
や
市
の
姿
の
移
り
変
わ
り
を
掲

載
し
て
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
取

材
協
力
や
情
報
提
供
に
支
え
ら
れ
発
行
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　「
広
報
お
お
ま
ち
」は
、
こ
れ
ま
で
紙
の

大
き
さ
や
ペ
ー
ジ
数
、
発
行
回
数
や
時
期

な
ど
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
変
化
を
し
な

が
ら
現
在
の
形
に
た
ど
り
着
い
て
い
ま
す
。

今
回
、
１
０
０
０
号
発
行
の
節
目
に
、
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

情
報
交
通
課
広
聴
広
報
係

℡
市
内
線
４
０
４

広
報
お
お
ま
ち
の
歴
史

▼
昭
和
29
年
７
月
１
日
に
１
町
３

村
が
合
併
し
て
大
町
市
が
誕
生
し

て
か
ら
１
周
年
を
迎
え
た
昭
和
30

年
７
月
１
日
に
、「
大
町
市
政
だ

よ
り
」
と
し
て
創
刊
号
を
発
行
。

▼
昭
和
31
年
６
月
５
日
発
行
の
第

４
号
か
ら
「
広
報
お
お
ま
ち
」
に

名
前
を
変
え
、
毎
月
１
回
発
行
。

▼
昭
和
34
年
４
月
～
38
年
３
月
は
、

毎
月
２
回
発
行
。

▼
昭
和
38
年
４
月
～
平
成
４
年
３

月
は
、
毎
月
１
回
発
行
。

▼
平
成
４
年
４
月
～
25
年
３
月
は
、

毎
月
２
回
発
行
。

▼
平
成
25
年
４
月
か
ら
、
毎
月
１

回
、
約
１
万
部
を
発
行
。
表
紙
・

裏
表
紙
が
カ
ラ
ー
印
刷
に
。

新聞形式の両面印刷、

２ページでスタート。

当時の松田正人市長

が発行に当たり「で

きる限り市民の皆さ

まに市政の内容を

知っていただき絶大

なるご協力を」とあ

いさつ。

創刊号
昭和30年
7月1日

発行
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第1000号記念　広報おおまちの歩み

表紙の写真は、常
盤小での寒稽古の
様子。

表紙の写真は、常
盤小５・６年生によ
る田植えの体験。

中程には、お年寄り
の憩いの場「老人福
祉センター」完成の
記事を掲載。

「明るい町づくりのために」と題し、
市民の座談会を掲載。

この号から昭和38年３月までは、毎月２回発行。
林道改修工事中の社地区で鎌倉時代の壺が発見
され「歴史の手掛かりに」との記事を掲載。

この号から毎月１回の
発行に。最終ページに
は、待望の「源汲橋」完
成の記事を掲載。

名前を「広報おおまち」に変更。
文化的な社会を目指し「カ」と

「ハエ」をなくす運動を掲載。

第400号
昭和60年
6月15日

発行

第200号
昭和43年
10月10日

発行

第134号
昭和38年
4月10日

発行

第100号
昭和36年
11月5日

発行

第38号
昭和34年
4月5日

発行

第4号
昭和31年
6月5日

発行

第300号
昭和52年
2月10日

発行
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広
報
お
お
ま
ち
の
歩
み

第1000号
記念

回覧文書の減量と情報
サービスの向上を図る
ため、毎月２回発行に。

第483号
平成4年
4月15日

発行

第482号
平成4年
4月1日

発行

この年は「山岳博物
館創立50周年」「立
山黒部アルペンルー
ト全線開通30周年」。

表紙は「第５回中綱
湖へらぶな釣り大
会」。全国各地から
約170人が参加。

表紙は心を込めた
介護を目的にした
市デイサービスセ
ンターの出前講座。

表紙のコーナー「一生懸命」で、
市内で活躍する人や市出身で
全国などを舞台に活躍する人
のインタビューを掲載。

第800号
平成17年
7月1日

発行

第600号
平成9年
3月1日

発行

第500号
平成5年
1月1日

発行

第700号
平成13年
5月1日

発行
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第1000号記念　広報おおまちの歩み

文書配布の負担軽
減のため、毎月１
回発行に。表紙・
裏表紙がカラー印
刷に。

バックナンバーを見るには………………………………………………………
　過去の広報紙は、縮刷版として保管しています。市役所本庁、大町図書館にありますの
でご覧ください。一部は市ホームページでもご覧になれます。

「トップページ」→くらしの便利帳の中の「広報おおまち」

　これからもより多くの市民の皆さんに親しまれる広報紙を目指して、毎月皆さんの元に
お届けしていきますので、引き続きご愛読ください。
　また、取材の際には、ぜひご協力をお願いします。

「写真で見る『黒部ダ
ム』と『信濃大町』」と
題し、黒部ダム建設
の歴史や市内の様子
を特集。

第986号
平成25年
4月1日

発行

第900号
平成21年
9月1日

発行

大町市、八坂村、美麻

村が合併し、市民の皆

さんの新市や未来の大

町市へ意見を中心とし

た特集を掲載。表紙は、

大町レディースの２人

が着物姿で登場。

第812号

平成18年
1月1日

発行
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定
住
奨
励
事
業

　
定
住
人
口
増
加
の
た
め
、
各
種

定
住
奨
励
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

25
年
度
は
、「
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得

助
成
」
が
70
世
帯
、「
育
児
家
庭

応
援
」
と
「
入
学
お
祝
い
」
が
合

計
３
６
１
世
帯
の
皆
さ
ん
に
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
新
た
な
事
業
を
加
え
、

引
き
続
き
定
住
奨
励
事
業
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
内
容
は
次
の
と
お
り

で
、「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
」
は
本
年
度
か
ら

実
施
し
ま
す
。

　
❷
～
❻
の
事
業
は
、
市
内
で
利

用
で
き
る
商
品
券
３
万
円
を
贈
り

ま
す
。
交
付
時
期
は
、
６
月
20
日

ま
で
の
申
し
込
み
は
７
月
、
６
月

21
日
以
降
の
申
し
込
み
は
27
年
７

月
で
す
。

　
❸
と
❹
に
該
当
す
る
世
帯
に
は
、

５
月
下
旬
に
申
請
書
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
申
し
込
み
は
６
月
20
日

ま
で
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
事
業
に
つ
い
て
、
対

象
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
定
住
促
進
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
住
促
進
協
働
会
議
の
活
動

　
定
住
促
進
協
働
会
議
は
、市
民
・

関
係
団
体
・
行
政
な
ど
が
連
携
し
、

協
力
し
な
が
ら
定
住
促
進
事
業
に

取
り
組
む
組
織
で
す
。
本
年
度
も

定
住
人
口
増
加
に
向
け
、
多
角
的

に
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
の
活
動
は
次
の
と
お
り
。

■
主
な
事
業
計
画

▽
３
大
都
市
圏
で
の
移
住
セ
ミ

ナ
ー
・
相
談
会

▽
公
共
交
通
機
関
を
活
用
し
た
ポ

ス
タ
ー
掲
示
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

▽
大
町
市
出
身
の
大
学
生
な
ど
関

係
者
に
よ
る
情
報
発
信

▽
大
町
魅
力
体
験
ツ
ア
ー

▽
移
住
者
交
流
事
業

▽
婚
活
イ
ベ
ン
ト

▽
恋
人
の
聖
地
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

設
置

　
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
大
町
市
で
は
著
し
い
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
た

め
、
平
成
24
年
度
か
ら
「
定
住
促
進
」
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
取
り
組
み
の
結
果
、
25
年
度
は

特
に
転
入
転
出
者
数
を
表
す
社
会
動
態
で
改
善
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
定
住
を
促
進
す

る
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
本
年
度
に
実
施
す
る
事
業
や
「
定
住
促
進
協
働
会

議
」
の
活
動
計
画
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
定
住
促
進
係
　
℡
市
内
線
５
３
１
・
５
３
２

❶市外への通勤・通学を応援します！
（有料道路利用者負担軽減）

　有料道路の「時間帯割引回数通行券」販売金
額の一部を、県と市で負担します。
■対象　通勤・通学・通院などで、有料道路（白
馬長野線、三才山トンネル）を日常的に利用す
る人。車種は普通自動車または軽自動車
■対象時間　午前６時～９時、午後５時～８時
■販売通行券・金額　時間帯割引回数通行券

（100枚つづり）　※通常料金の半額

▽白馬長野線　（普）１万500円、（軽）7,500円

▽ 三才山トンネル　（普）２万5,500円、（軽）
２万500円
■購入方法　運転免許証など住所確認ができ
る書類を持参の上、定住促進係へ。

❷新婚さん応援します！（新婚生活応援）

■対象　平成26年４月１日以降に結婚し大町
市に定住する夫婦で、夫婦ともに50歳未満（結
婚時）など
■申し込み期限　結婚した日から１年以内

❸子育て応援します！
（育児家庭応援）

■対象　３歳のお子さんがいる世帯

❹入学おめでとう！（入学お祝い）

■対象　小学校に入学したお子さん
（７歳）がいる世帯

❺お帰りなさい！ふるさと
　（Ｕターン促進）

■対象　大町市出身でＵターンした人

❻ようこそ大町へ！（移住促進）

■対象　市外から大町市に移住（Ｉター
ン）した人

❼マイホーム取得助成
　市内に住んでいる人や移住した人
がマイホームを新築または購入した場
合の費用の一部を助成します。（基礎
助成20万円のほか、上乗せ助成あり）

NEW

NEW

〝先輩移住者

〝

の暮らし拝見ツアー

「
住
ん
で
良
か
っ
た  

お
お
ま
ち
」
を
目
指
し
て
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【
発
達
障
が
い
支
援
室
】

　
近
年
は
、
発
達
障
害
と
診
断
さ

れ
る
子
ど
も
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

地
域
の
受
け
皿
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
発
達
障
が
い
児
の
支

援
を
し
て
い
く
た
め
、
４
月
か
ら
小

児
科
医
師
と
臨
床
心
理
士
、
言
語

聴
覚
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、「
発
達
障
が

い
支
援
室
」
を
立
ち
上
げ
、
長
野
県

立
こ
ど
も
病
院
と
も
連
携
し
、
発

達
障
が
い
児
の
診
断
や
検
査
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
家
族
か
ら
の
相
談
も
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
発
達
障
害
外
来
】

　
毎
週
木
・
金
曜
日
の
午
後
に
、

予
約
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

水
曜
日
は
発
達
に
関
す
る
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
小
児
科
一
般
外
来
】

　
午
前
中
に
一
般
外
来
を
行
っ
て

い
ま
す
。
午
後
は
予
約
制
で
、
慢

性
疾
患
外
来
や
予
防
接
種
、
乳
児

健
診
、
発
達
障
害
外
来
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
急
な
発
熱
な

ど
救
急
受
診
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
午
後
の
救
急
受
診
は
医
師
が
不

在
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
私
た
ち
大
町
総
合
病
院
は
、「
地
域
に
親
し
ま
れ
る
開
か
れ
た
病
院
」

「
地
域
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
」
を
目
指
し
日
々
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
当
院
を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、今
回
、

病
院
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
大
町
総
合
病
院
　
℡
２
２
・
０
４
１
５

お
待
ち
い
た
だ
く
時
間
を
で
き

る
だ
け
短
く
す
る
た
め
に
、
ま

ず
は
「
小
児
科
外
来
」
に
お
電

話
い
た
だ
き
、
来
院
時
刻
の
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
時
間
外
の
受
診
】

　
夜
間
・
休
日
な
ど
時
間
外
の

受
診
は
、
基
本
的
に
病
院
当
直

医
師
が
診
察
し
ま
す
が
、
必
要

に
応
じ
て
小
児
科
医
師
が
診
察

す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
救
急
搬
送
時
も
同
様
の
体
制

で
対
応
し
、
原
則
的
に
救
急
で

来
院
す
る
患
者
は
当
院
で
受
け

入
れ
ま
す
。

当
院
は
15
歳
以
下
の

選
定
療
養
費
が
無
料

　
当
院
で
は
、
他
院
か
ら
の
紹
介

状
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
、
通
常

の
診
療
費
自
己
負
担
額
と
は
別

に
、
初
診
時
の
選
定
療
養
費
と
し

て
１
０
８
０
円
（
税
込
み
）
を
お

支
払
い
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、

６
月
１
日
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
当
院
小
児
科
を
よ
り
受
診
し
や

す
く
す
る
た
め
、
15
歳
以
下
の
人

今
回
の
テ
ー
マ　
小
児
科
～
２
人
の
専
門
医
に
よ
り
診
療
が
充
実
～

新入医師紹介
小児科　野

の
田
だ

 俊
しゅんすけ

輔　医師

　４月から大町総合病院小児科に
異動となりました野田俊輔です。
　信州大学医学部附属病院小児科
で研修後、市立甲府病院、町立辰
野病院、浅間総合病院、長野県立

こども病院、飯田市立病院を経て小児科専門医となり、
国立成育医療研究センター腎臓科、信州大学医学部附属
病院小児科腎臓班チーフとして、診療も行っておりました。
　専門分野は、一般的な小児科疾患は全て診療可能で、
専門的な診療が必要になった場合は、他施設とも相談さ
せていただきながら診療に当たらせていただきます。
　また、特に長野県では少ない小児腎臓専門医でもあり、
学校検尿等で蛋白尿や血尿を指摘されお困りの方や、夜
尿症でご心配されている方などの診療も可能です。
　２児の父として親御さんの気持ちに近付ける小児診療を
行いたいと考えておりますので、よろしくお願い致します。

か
ら
は
選
定
療
養
費
を
徴
収
し
ま

せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

地
域
と
と
も
に
歩
む
大
町
病
院
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自
治
会
は
、
地
域
に
住
む
一
人

一
人
が
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と

を
考
え
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、

安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
を
形
成

す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
任
意
の

団
体
で
す
。

　
近
年
は
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る

家
族
形
態
の
多
様
化
で
、
こ
う
し

た
組
織
力
が
低
下
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
一
人
で
解
決
で

き
な
い
問
題
や
災
害
な
ど
、
い
ざ

と
い
う
と
き
は
お
隣
や
ご
近
所
が

一
番
頼
り
に
な
る
も
の
で
す
。

　
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
や
地
域

の
防
災
対
策
は
、
普
段
か
ら
自
治

会
活
動
の
活
発
な
地
域
と
そ
う
で

な
い
地
域
と
で
は
大
き
な
差
が
出

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
自
治
会
活
動
の

在
り
方
や
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
未
加
入
者
の
皆
さ
ん
は
、
自
治

会
加
入
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　いざというときには隣近
所の助け合いが重要です。
災害時に備えて自主防災組
織を結成して、防災訓練な
どを行っています。

　盆踊りや運動会などを行
い、住民相互の触れ合いや
子どもから高齢者までの世
代間交流を図っています。

　自治会内の情報を回覧板
などでお知らせしたり、市
民生活に必要な行政情報紙

「広報おおまち」などを配布
しています。

　きれいで快適なまちづく
りのため、道路や公園の清
掃活動やごみ集積所の維持
管理を行っています。

　犯罪のない安全なまちづ
くりのため、防犯灯の設置
や維持管理を行っています。

　子どもから高齢者まで地
域で安心して健やかに暮ら
せるように、地域のみんな
で見守り、支え合う地域福
祉活動や青少年健全育成活
動を行っています。

災害に強い
まちづくり

触れ合いのある
まちづくり

情報のある
まちづくり

きれいで快適な
まちづくり

安全な
まちづくり

安心して健やかに
暮らせるまちづくり

安
心
・
安
全
に

　
暮
ら
す
た
め
に

　
　
自
治
会
に
加
入
を

６
月
は
「
自
治
会
未
加
入
者

加
入
促
進
強
調
月
間
」

　
市
連
合
自
治
会
で
は
、
６
月
を
「
自
治
会
未
加
入
者
加

入
促
進
強
調
月
間
」
と
し
て
、
未
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
自

治
会
加
入
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
自
治
会
加
入
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
自
治
会
長

（
区
長
）
ま
た
は
市
連
合
自
治
会
事
務
局
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
連
合
自
治
会
事
務
局
（
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）　
℡
市
内
線
８
３
１
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市
連
合
自
治
会
で
は
、
昨
年
度

ま
で
６
月
を
「
河
川
等
へ
の
ご
み

不
法
投
棄
防
止
月
間
」
と
し
て
美

化
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
本
年
度
は
河
川
も
含
め
地
域

全
体
を
対
象
と
す
る
「
地
域
環
境

美
化
活
動
月
間
」
と
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
ご
み
が
落
ち
て
い
な
い
き
れ
い

な
町
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の

共
通
の
願
い
で
す
。

　
特
に
大
町
市
は
、
豊
か
な
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
私
た
ち

軽
体
操
教
室
の
参
加
者

　
最
寄
り
の
集
会
所
な
ど
に
集

ま
っ
て
、
認
知
症
予
防
に
効
果
的

な
軽
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
健
康
づ
く
り
を
し
た
い
地
区
・

団
体
の
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
　
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
人

■
期
間
　
３
カ
月
以
内
　
回
数

は
６
〜
12
回
程
度
　
※
期
間
・
回

数
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
月
～
金
曜
日
で
１
時

間
30
分
程
度

■
内
容
　
軽
体
操
、認
知
症
予
防

な
ど
の
話
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

■
費
用
　
１
０
０
円
程
度（
保
険

料
、
材
料
費
な
ど
）

■
申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
直

接
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
そ
の
他
　「
ま
ず
は
教
室
を
体

験
し
た
い
」と
い
う
場
合
は
、「
お

試
し
コ
ー
ス（
１
～
２
回
、
無
料

で
開
催
）」が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

に
は
こ
の
美
し
い
自
然
を
ご
み
の

散
乱
か
ら
守
り
、
後
世
へ
と
引
き

継
ぐ
責
務
が
あ
り
ま
す
。

　
月
間
中
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
清
掃
活

動
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
環

境
美
化
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機

会
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
地
域
を
き
れ
い
で
明

る
い
環
境
に
す
る
た
め
に
、
積
極

的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
予
防
た
い
そ
う

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
軽
体
操
を
通
じ
て
、
地
域
の
介

護
予
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
く

「
介
護
予
防
た
い
そ
う
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

講
座
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
に
必
要

な
知
識
や
体
の
動
か
し
方
な
ど
を

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
介
護
予
防
と
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
健
康
体
操
「
お
お

ま
ぴ
ょ
ん
の
『
お
お
っ
！
マ
ー
チde

体
操
』」
も
完
成
！
　
講
座
で
活
用

し
て
い
き
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。

■
日
時
　
７
～
10
月
　
全
10
回
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
　
初
回
は

７
月
中
旬
を
予
定

■
会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

大
会
議
室

■
対
象
　
地
域
で
の
運
動
教
室
な

ど
に
協
力
い
た
だ
け
る
人

■
定
員
　
先
着
20
人

■
申
し
込
み
　
６
月
２
日
（
月
）
～

30
日
（
月
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

直
接
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
福
祉
課
内
）　
℡
市
内
線
４
１
７

　
月
間
中
、
市
連
合
自
治
会
で
は
、

次
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

自
治
会
で
の
取
り
組
み

▽
地
区
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
点
検

▽
不
法
投
棄
物
の
片
付
け

▽
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
な
ど

▽
環
境
美
化
意
識
の
啓
発
・
普
及

を
図
る
た
め
、
回
覧
板
や
チ
ラ
シ

の
配
布
、
集
会
時
の
活
動

▽
不
法
投
棄
禁
止
な
ど
の
立
て
札

の
設
置

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

▽
ご
み
の
不
法
投
棄
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

▽
月
間
中
は
、
各
自
治
会
が
主
体

的
に
取
り
組
む
活
動
に
、
ぜ
ひ
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

▽
不
法
投
棄
を
見
掛
け
た
人
は
、

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
市
連
合
自
治
会
事
務
局
（
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

℡
市
内
線
８
３
１

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１

大町市連合自治会
あなたが
住んでいる地域は
ごみがなく
きれいですか？

６月は「地域環境美化活動月間」

募
集
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総
合
相
談
窓
口

　
育
児
や
家
庭
内
の
心
配
事
な
ど
、

お
子
さ
ん
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
情
報
の
提
供

　
子
育
て
に
関
す
る
情
報
や
親
子

が
集
ま
る
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
企

画
し
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
応

援
し
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
季
節
の
次
世
代
に
伝
え
た
い
遊

び
や
行
事
を
提
供
し
、
親
子
の
触

れ
合
い
、
地
域
交
流
、
世
代
交
流

を
大
切
に
し
ま
す
。

　
児
童
セ
ン
タ
ー
祭
り
（
８
月

17
日
を
予
定
）、
サ
ッ
カ
ー
教
室
、

三
世
代
交
流
な
ど
、
楽
し
い
催
し

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
細
や
そ

の
他
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
広
報
お

お
ま
ち
」
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
子
育
て
援
助
を
し
た
い
人
（
協

力
会
員
）
と
受
け
た
い
人
（
利
用

会
員
）
が
会
員
と
な
り
、
一
時
的

に
有
償
で
援
助
し
合
う
シ
ス
テ
ム

の
橋
渡
し
役
を
行
い
ま
す
。
園
の

送
迎
を
し
て
く
れ
る
人
、保
育
園
・

幼
稚
園
の
開
園
前
・
閉
園
後
、
学

校
行
事
、
冠
婚
葬
祭
時
な
ど
に
お

子
さ
ん
を
預
か
っ
て
く
れ
る
人
を

探
し
て
紹
介
し
ま
す
。

■
子
ど
も
の
対
象
年
齢
　
満
１
歳
～

小
学
６
年
生

■
利
用
で
き
る
日
時
　
毎
日
（
祝

日
も
可
）　
午
前
７
時
～
午
後
８

時

■
費
用
　
１
時
間
当
た
り
６
０
０
～

７
０
０
円
　
※
休
日
や
時
間
帯
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
児
童
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
登
録

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
。
※
本
年
度
の

協
力
会
員
の
受
け
付
け
は
終
了
し

ま
し
た
。

休
日
保
育

　
休
日
の
急
な
仕
事
な
ど
で
、
家

庭
で
の
保
育
が
困
難
な
と
き
に
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

■
対
象
　
市
内
に
お
住
い
の
お
お

む
ね
２
歳
～
小
学
校
就
学
始
期
ま

で
の
子
ど
も

■
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

４
時
30
分

■
費
用
（
１
人
１
時
間
当
た
り
）

▽
３
歳
以
上
児
　
１
５
０
円

▽
３
歳
未
満
児
　
３
０
０
円

■
申
し
込
み
　
事
前
に
利
用
申
請

書
を
児
童
セ
ン
タ
ー
、
市
内
各
保

育
園
、
子
育
て
支
援
課
児
童
係
へ
。

病
後
児
保
育

　
保
護
者
の
子
育
て
と
就
労
の
両

立
を
支
援
す
る
た
め
、
疾
病
の
回

復
期
に
あ
り
集
団
保
育
の
困
難
な

園
児
（
市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園

に
在
籍
し
て
い
る
１
歳
以
上
の
園

児
）
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

■
日
時
　
平
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）　
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま

で
の
間
で
必
要
な
時
間

■
申
し
込
み
　
事
前
に
利
用
申
請

書
を
児
童
セ
ン
タ
ー
、
市
内
各
保

育
園
へ
。

サ
ー
ク
ル
支
援

　
子
育
て
マ
マ
の
サ
ー
ク
ル
、
絵

本
を
楽
し
む
サ
ー
ク
ル
、
手
芸
を

楽
し
む
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
サ
ー
ク

ル
活
動
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
費

用
は
無
料
で
す
。

■
日
時
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
10
時
～

午
後
１
時

■
申
し
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
児
童

セ
ン
タ
ー
に
サ
ー
ク
ル
登
録
を
行

い
、
予
約
を
電
話
ま
た
は
直
接
、

児
童
セ
ン
タ
ー
か
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
児
童
セ
ン
タ
ー

℡
・
有
線
２
２
・
０
７
４
１

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
６
・
３
８
５
０

児童センター祭りにはミニＳＬも登場
（平成25年８月18日）

　児童センターは、18歳までのお子さ
んの成長やその家族の子育てを支援し
ています。センター内には、子育て支
援センター室、西小児童クラブ室、読
書ルームなどがあります。土・日曜日、
祝日も開館していますのでお気軽にご
利用ください。

楽しくあそぼう
児童センター
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傳刀栄子さん
（中綱）

武居一美さん
（三日町）

上條喜久雄さん
（桜田町） 

北澤文子さん
（桜田町）

奥村照美さん
（曽根原）

栁澤潤一さん
（閏田）

東小学校交通安全教室

自転車の乗り方指導

平林操さん
（笹尾）

丸山晃孝さん
（栃沢）

西沢光夫さん
（借馬）

伊藤久夫さん
（宮田町）

中島一郎さん
（神栄町） 

 吉沢三雄さん
（旭町）

菅澤富里さん
（清水）

江津吉雄さん
（青具）

腰原多壽子さん
（俵町）

富田實さん
（宮田町）

西條満之さん
（旭町）

西山芳和さん
（旭町）

松澤繁一さん
（西山）

種山裕元さん
（大塩）

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に

大
町
市
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

　
市
で
は
、
交
通
指
導
員
を
20
人
の
皆
さ
ん
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
交
通
指
導
員
は
、
交
通
事
故
が
な
い
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
た
め
に
活
動
し
て
お
り
、
毎
月
20
日
の
交
通
安
全
の
日
や
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
街
頭
指

導
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
交
通
安
全
教
室
な
ど
で
年
間
を
通
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
３
年
で
、
活
動
の
ほ
と
ん
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
４
月
18
日
の
交
通
指
導
員
会
で
、
会
長
に
平
林
操
さ
ん
（
笹
尾
）
が
、
副
会
長
に
栁
澤
潤
一
さ
ん
（
閏
田
）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係
　
℡
市
内
線
４
６
３
・
４
６
４



広報おおまち　2014.6 16

■開 会 式　７月６日（日）　午前８時
　　　　　　運動公園陸上競技場（雨天時は総合体育館大アリーナ）
■競技開始　午前９時30分

種
目

■
７
月
６
日（
日
）　
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
弓
道
、
柔
道
、
空
手

道
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
ミ
ニ
テ

ニ
ス
、
剣
道
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

■
７
月
13
日（
日
）　
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
野
球
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

卓
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス

■
７
月
20
日（
日
）　
野
球

参
加
資
格

■
市
民
限
定
の
種
目
　
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、野
球
、女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男

女
混
合
）、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
　
※
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
各
地
区

の
代
表
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。

■
市
民
限
定
の
種
目
以
外
　
市
内

に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
も
出

場
で
き
ま
す
。

　
年
齢
制
限
の
あ
る
種
目
は
、
平

成
26
年
４
月
１
日
現
在
の
満
年
齢

を
適
用
し
ま
す
。

申
し
込
み

　
６
月
20
日（
金
）ま
で
に
、
総
合

体
育
館
ま
た
は
八
坂
公
民
館
、
美

麻
公
民
館
へ
。
た
だ
し
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、野
球
、女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
は
、
６
月

25
日（
水
）開
催
の
主
将
会
議
ま
で

に
、
総
合
体
育
館
へ
。
申
込
用
紙

は
、
総
合
体
育
館
ま
た
は
八
坂
公

民
館
、
美
麻
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

■問い合わせ

総合体育館

℡・有線２２―８８５５

　みんなで参加しよう！

市民スポーツ祭 夏季大会
7月6日（日）・13日（日）・20日（日）

大町市制施行60周年・合併10年記念

■
主
将
会
議
　
６
月
25
日（
水
）午

後
６
時
30
分
か
ら
総
合
体
育
館
小

ア
リ
ー
ナ
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

野
球
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
の
主
将
会
議

を
行
い
ま
す
。
欠
席
し
た
チ
ー
ム

は
失
格
と
な
り
ま
す
。
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

▽
参
加
者
は
各
自（
各
チ
ー
ム
）ス

ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
す
る
人
は
、
開
会
式
に
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ご
み
や
空
き
缶
な
ど
は
各
自
で

持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
　
今
回
の「
広
報
お
お

ま
ち
」と
一
緒
に
、
大
会
の
開
催
要

項
お
よ
び
種
目
別
実
施
細
目
を
回

覧
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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10月19日（日）

ゲスト
ランナー

　高低差200mで厳しくも走り応えの

ある大町アルプスマラソン。今大会は、

大町市制施行60周年・合併10年記念、

大町市体育協会創立60周年記念の大会

として、ゲストランナーに谷川真理さ

んを迎え開催します。秋の爽やかな風

の中、日本の屋根を一緒に走りましょう。

　出場者のほか、参加する選手の皆さ

んが心温まる大会となるよう、大会を

一緒に支えるボランティアも募集します。大町アルプスマラソン実行委員会では、「協働のまちづ

くり」事業の一つとして取り組み、市民がみんなで支え合う大会を目指しています。

■問い合わせ　大町アルプスマラソン実行委員会事務局　℡２２－７６６４　FAX ２２－７６５８

  出場者募集

■参加資格　小学生以上で健康な人

■種目・参加区分・定員・参加料　３㎞は、日本陸上競

技連盟の公認コースではありません。「一般」は高校生を

含みます。「３㎞ペア」以外は男女の区分があります。定

員は全種目で4,500人（先着順）です。

種目 参加区分 定員 参加料

フルマラソン
（42.195㎞） 一般／壮年 2,500人 5,000円

ハーフマラソン
（21.0975㎞） 一般／壮年 1,500人 4,000円

10㎞ 一般

500人

3,000円

３㎞（Ａ） 小学１・２年生

1,500円
３㎞（Ｂ） 小学３・４年生

３㎞（Ｃ） 小学５・６年生

３㎞（Ｄ） 中学生／一般

３㎞ペア 中学生以下と
一般のペア 3,500円

■申し込み

▽振替用紙　７月25日（金）までに（当日消印有効）、必要

事項を記入の上、参加料を添えて、ゆうちょ銀行または

郵便局へ。振替用紙は、実行委員会事務局、市役所本庁、

郵便局、市観光協会などにあります。

▽インターネット　８月29日（金）までに、パソコンまた

は携帯電話から大会ホームページにアクセスしてお申し

込みください。申し込みの際に支払方法を選択してくだ

さい（クレジットカード、コンビニ、ＡＴＭなど）。

http://www.omachi-sports.com/alps-marathon/

谷川真理さん

1962年生まれ。福岡県出身。OL生活の
かたわら24歳でマラソンを始め、市民ラ
ンナーとして走り始める。91年の東京国
際女子マラソンで初優勝を果たし、トッ
プランナーの仲間入り。92年のゴールド
コーストマラソン優勝、94年のパリマラ
ソンでは２時間27分55秒の大会新記録で
優勝するなど、輝かしい成績を残す。マ
ラソンの楽しさを多くの人たちに伝えマ
ラソン人口を増やすことを目標に、各地
の市民レースに参加、現役ランナーとし
て走り続ける。

  運営ボランティア募集

■ボランティアの内容　選手給水場の運営、駐車場案

内、コース誘導、競技場内サービスなど

■申し込み　７月31日（木）までに、電話または直接、

実行委員会事務局へ。

大
町
市
制
施
行
60
周
年・合
併
10
年
記
念

大
町
市
体
育
協
会
創
立
60
周
年
記
念

第31回
大町アルプスマラソン
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催 し
大町市制施行60周年・合併10年記念　
映画「じんじん」上映会

　大町市制施行60周年・合併10年記念事業の一つとして、映画「じんじん」

の上映会を開催します。今回の上映会は、総務省、全国市長会、全国町

村会の後援を受け、スローシネマ方式（※）により行います。当日は、旧

八坂村の山村留学卒園生でこの映画に出演している女優の若村麻由美さ

んのトークショーもあります。大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。

※スローシネマ方式……地域で上映のための実行委員会をつくり、時間

をかけながら一歩一歩上映の輪を広げ、地域のホールや公共施設などを

活用した低コストの上映会を開催するもので、映画を通して多くの人達

に地域の絆の大切さなどを伝えようとする取り組みです。

■日時　７月５日（土）

　　　　 ▽午前の部　午前10時（開場：午前９時30分）　　 ▽午後の部　午後２時（開場：午後１時15分）

■会場　文化会館　大ホール

■チケット　 ▽一般・シニア　前売り1,000円、当日券1,500円　　 ▽小中高生500円（当日券のみ）

■チケット発売日　現在発売中

【窓口販売】　映画「じんじん」大町市上映実行委員会事務局（午前８時30分～）、文化会館（午前９時～）、

　　　塩原書店デリシア大町駅前店（開店時間～）

■問い合わせ

　　　　映画「じんじん」大町市上映実行委員会事務局（生涯学習課生涯学習・青少年係内）　 ℡市内線６２１

若村麻由美さん

　
男
性
と
女
性
が
お
互
い
に
支
え

合
い
協
力
し
合
う
社
会
を
目
指

し
て
始
ま
っ
た
「
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
こ
と
し
で
20

回
目
の
開
催
で
す
。

　
今
回
は
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
活
動
報
告
や
、
民
間
放
送

の
男
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
家

庭
で
協
力
し
合
う
男
女
の
楽
し
い

お
話
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
に
よ
る
被
災
地

支
援
の
た
め
の
物
産
の
販
売
も
あ

り
ま
す
。

　
申
し
込
み
不
要
、
入
場
無
料
で

す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
６
月
22
日（
日
）　
午
後

１
時
～
３
時

第
20
回 

男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム

男ひ
と

と
女ひ
と

と
も
に
尊
重
し
あ
う
ま
ち
づ
く
り

大
町
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併
10
年
記
念

■
会
場
　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町

２
階
　
講
堂

■
内
容

1
女
性
団
体
活
動
報
告
（
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
）

2
講
演
会

▽
演
題
　「
息
子
３
人
　
局
ア
ナ

パ
パ
の
子
育
て
奮
闘
記
」

▽
講
師
　
民
間
放
送
の
男
性
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー

■
そ
の
他
　
託
児
あ
り
ま
す
。
託

児
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
６
月
13
日（
金
）ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
直
接
、
企
画
財
政
課
男

女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
担
当
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
男
女
共
同
参
画
・
人

権
政
策
担
当
　
℡
市
内
線
５
２
５
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
、
国
は
昨
年
６
月
よ

り
、
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係

を
否
定
で
き
な
い
持
続
的
な
痛

み
が
現
在
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

に
特
異
的
に
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
国
民
に
適
切
な
情
報
提
供

が
で
き
る
ま
で
の
間
、
積
極
的

な
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
現
在
、

対
象
者
に
個
人
通
知
を
送
付
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
は
中
止
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

希
望
す
る
場
合
、
対
象
者
は
無

料
で
接
種
で
き
ま
す
。
接
種
す

る
場
合
は
、
担
当
医
師
か
ら
ワ

ク
チ
ン
の
有
効
性
お
よ
び
安
全

性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

十
分
理
解
し
た
上
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

不
妊
治
療
助
成
事
業

■
対
象
と
な
る
経
費
　
１
年
間
の

不
妊
治
療
医
療
費
の
う
ち
、
申
請

日
以
前
１
年
以
内
の
経
費

■
助
成
金
額
　
自
己
負
担
額
の
２

分
の
１
以
内（
上
限
５
万
円
）

※
他
団
体（
県
な
ど
）か
ら
助
成
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
助
成

額
を
引
い
た
額
の
２
分
の
１
以
内

で
す
。

■
対
象
者
　
医
療
機
関
で
不
妊
治

療
を
受
け
て
い
る
法
律
上
の
夫
婦

で
、
夫
婦
の
両
方
が
申
請
日
か
ら

さ
か
の
ぼ
っ
て
１
年
以
上
大
町
市

に
住
所
が
あ
る
人

　
不
育
症
治
療
助
成
事
業

■
対
象
と
な
る
経
費
　
医
療
機
関

で
受
け
た
不
育
症
治
療
費
お
よ
び

検
査
料
の
う
ち
、
医
療
保
険
の
適

用
に
な
ら
な
い
も
の
（
入
院
費
な

ど
治
療
費
に
な
ら
な
い
も
の
は
除

■
対
象
者

　
12
歳
に
な
る
日
の
年
度
か
ら
16

歳
に
な
る
日
の
年
度
ま
で
の
女
性

（
小
学
６
年
生
～
高
校
１
年
生
の

女
子
）　

※
標
準
接
種
年
齢
は
、
中
学
１
年

生（
13
歳
）で
、
回
数
は
３
回
で
す
。

■
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
リ
ス
ク

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
み
ら
れ
る

主
な
副
反
応
と
し
て
、
発
熱
や
接

種
し
た
部
位
の
痛
み
・
腫
れ
の
ほ

か
、
注
射
の
痛
み
や
興
奮
な
ど
が

き
っ
か
け
の
失
神
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
ま
で
持
続
的
な
痛
み
を
訴

え
る
重
篤
な
副
反
応
が
全
国
で
報

告
さ
れ
て
お
り
、
国
は
そ
の
発
生

頻
度
な
ど
に
つ
い
て
現
在
も
調
査

中
で
す
。

く
）。
治
療
期
間
（
※
）
に
係
る
医

療
費
の
支
払
い
が
終
了
し
た
日
か

ら
３
カ
月
以
内
の
も
の
に
限
る
。

※
治
療
期
間
…
不
育
症
治
療
を
開

始
し
た
日
か
ら
、
出
産
（
流
産
・

死
産
を
含
む
）
な
ど
に
よ
り
治
療

が
終
了
す
る
ま
で
の
期
間

■
助
成
金
額
　
自
己
負
担
額
の
２

分
の
１
以
内（
上
限
30
万
円
）

■
対
象
者
　

　
次
の
①
～
③
全
て
を
満
た
す
人

①
婚
姻
後
１
年
以
上
経
過
し
て
い

る
法
律
上
の
夫
婦

②
医
療
機
関
で
専
門
医
に
不
育
症

と
診
断
さ
れ
、
治
療
を
受
け
て
い

る
人

③
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

そ
の
他

　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　
ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮
頸
ガ
ン

の
原
因
と
な
る
全
て
の
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

に
予
防
効
果
が
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
た
人
も

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
２
年

に
１
回
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

―
◇
―
◇
―
◇
―

　
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

電
話
で
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

厚
生
労
働
省

h
ttp

://w
w

w
.m

h
lw

.g
o
.jp

/

b
u
n
ya

/ken
ko

u
/kekka

ku
-

kan
sen

sh
o
u
2
8
/

■
問
い
合
わ
せ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

赤ちゃんを授かりたい皆さんへ 不
妊
治
療
な
ど
を
応
援
す
る
制
度

　「
赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
い
け
ど
、
な
か
な
か
妊
娠
し
な
い
」「
妊
娠

し
て
も
流
産
を
繰
り
返
す
」。
市
に
は
、
こ
う
し
た
ご
夫
婦
を
支
援

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
　
℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

積
極
的
な
勧
奨
を

　
　
差
し
控
え
て
い
ま
す

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
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農
薬
飛
散
に
よ
る
被
害
を

防
ぐ
た
め
に

　
学
校
・
保
育
園
・
病
院
・
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
、
街
路
樹
・
住

宅
地
と
こ
れ
に
近
接
す
る
土
地
、

住
宅
地
に
隣
接
し
た
家
庭
菜
園
・

市
民
農
園
を
含
む
農
地
で
は
、
農

薬
の
飛
散
を
原
因
と
す
る
住
民
や

子
ど
も
な
ど
へ
の
健
康
被
害
が
生

じ
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
農

薬
を
使
用
し
な
い
管
理
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　
農
薬
を
散
布
す
る
場
合
で
も
、

農
薬
の
飛
散
防
止
に
努
め
る
な
ど
、

十
分
な
配
慮
を
し
ま
し
ょ
う
。

飛
散
し
な
い
農
薬
を

選
び
ま
し
ょ
う

　
誘
引
・
塗
布
・
樹
幹
注
入
・
粒

剤
な
ど
、
飛
散
の
少
な
い
農
薬
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
や
む
を
得
ず
農
薬
を
散
布
す
る

場
合
は
、
害
虫
の
発
生
箇
所
の
み

に
散
布
す
る
な
ど
、
最
小
限
の
散

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
ガ
の
一

種
）
の
幼
虫
は
年
２
回
（
６
月
上

旬
～
７
月
中
旬
と
、
８
月
上
旬
～

９
月
中
旬
）
発
生
し
て
、
桜
や
ク

ル
ミ
、
柿
な
ど
を
食
害
し
ま
す
。

樹
木
を
所
有
す
る
皆
さ
ん
は
、
こ

の
期
間
を
目
安
に
樹
木
を
点
検
し

て
く
だ
さ
い
。

　
食
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
所

有
者
の
皆
さ
ん
が
責
任
を
も
っ
て

防
除
し
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
地
域
で
連

携
し
一
斉
防
除
す
る
と
効
果
的
で
す
。

防
除
方
法

❶
ク
モ
の
巣
状
の
枝
先
を
切
り
取

り
、
踏
み
つ
ぶ
す
な
ど
し
て
駆
除

す
る
。

❷
発
見
が
遅
れ
、
す
で
に
虫
が
分

散
し
た
と
き
は
、
薬
剤
を
散
布
す

る
。（
薬
剤
は
散
布
す
る
樹
木
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

Ｊ
Ａ
や
農
薬
販
売
店
な
ど
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
）

❸
日
頃
か
ら
、
混
み
あ
っ
た
枝
や

大
き
く
な
り
過
ぎ
た
庭
木
を
剪せ
ん

定て
い

し
、
風
通
し
を
良
く
す
る
。

※
自
ら
駆
除
で
き
な
い
場
合
は
、

造
園
・
害
虫
処
理
な
ど
の
業
者
に

直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

防
除
の
た
め
の

噴
霧
機
の
貸
し
出
し

　
市
で
は
、
無
料
で
動
力
噴
霧
機

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
型
の
物
で
す
の
で
地
域
な
ど
で

連
携
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
事

前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
動
力
噴
霧
機
を
使
用
す
る

と
き
は
、
近
隣
住
宅
な
ど
へ
の
飛

散
を
十
分
に
考
慮
し
、
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

布
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

農
薬
の
飛
散
防
止
に
最
大
限
の

配
慮
を
し
ま
し
ょ
う

　
農
薬
散
布
は
、
無
風
か
風
が
弱

い
と
き
に
行
う
な
ど
、
天
候
や
時

間
帯
を
選
ん
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
近
く
に
学
校
・
通
学
路
が

あ
る
場
合
は
、
子
ど
も
に
影
響
の

出
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
粒
剤
な
ど
飛
散
が
少
な
い
農
薬

の
使
用
や
、
飛
散
を
抑
制
す
る
ノ

ズ
ル
の
使
用
、
動
力
噴
霧
機
の
圧

力
を
上
げ
過
ぎ
な
い
な
ど
、
農
薬

の
飛
散
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、

散
布
作
業
中
は
風
向
き
や
ノ
ズ
ル

の
向
き
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

使
用
は
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
た

内
容
に
従
い
ま
し
ょ
う

　
農
薬
取
締
法
に
よ
り
登
録
さ
れ

た
対
象
の
植
物
に
適
用
の
あ
る
農

薬
を
、
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
た
使

用
方
法
お
よ
び
使
用
上
の
注
意
事

項
に
添
っ
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

農
薬
に
よ
る
事
故
防
止
の

た
め
の
注
意
事
項

▽
毒
物
ま
た
は
劇
薬
に
該
当
す
る

農
薬
の
み
で
な
く
全
て
の
農
薬
は
、

安
全
な
場
所
に
鍵
を
掛
け
て
保
管

し
ま
し
ょ
う
。

▽
農
薬
を
他
の
容
器
（
特
に
飲
食

品
の
容
器
）
に
移
し
替
え
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
農
薬
の
調
製
ま
た
は
散
布
を
行

う
と
き
は
、
農
薬
用
マ
ス
ク
・
保

護
メ
ガ
ネ
な
ど
の
防
護
具
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

▽
農
薬
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、

容
器
の
表
示
事
項
な
ど
を
よ
く
読

み
、
安
全
か
つ
適
正
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
使
用
に
関
し
て
不
明
な

点
が
あ
る
場
合
は
、
病
害
虫
防
除

所
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

長
野
県
病
害
虫
防
除
所
（
中
南
信

担
当
）　
℡
０
２
６
３
・
５
３
・

５
６
４
２

▽
散
布
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に

防
除
機
な
ど
の
十
分
な
点
検
整
備

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

農
薬
危
害
防
止
運
動
月
間

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
か
ら

樹
木
を
守
り
ま
し
ょ
う

６
～
８
月
は 

農
薬
の
取
り
扱
い
が
多
く
な
る
６
月
１
日
〜
８
月
31
日
の
３
カ
月
間

は
、「
農
薬
危
害
防
止
運
動
月
間
」
で
す
。
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水
道
週
間
は
、
健
康
で
文
化
的

な
国
民
生
活
や
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

経
済
活
動
を
支
え
る
必
要
不
可
欠

な
生
活
基
盤
施
設
で
あ
る
水
道
に

つ
い
て
、
利
用
者
の
理
解
を
深
め
、

水
道
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
に
、
厚
生
労
働
省
お
よ
び
全
国

の
水
道
事
業
者
な
ど
が
連
携
し
て

広
報
活
動
等
を
重
点
的
に
実
施
す

る
も
の
で
す
。

大
町
市
の
水
道
施
設

水
源

　
大
町
市
で
初
め
て
水
道
を
整
備

し
た
の
は
大
正
13
年
で
す
。
当
時
、

飲
み
水
と
し
て
使
っ
て
い
た
水
路

な
ど
の
水
質
が
年
々
悪
く
な
り
は

じ
め
た
た
め
、
極
め
て
き
れ
い
で

豊
富
な
湧
水
を
た
た
え
て
い
た
現

在
の
居
谷
里
水
源（
三
日
町
）を
水

道
用
水
の
水
源
と
し
て
選
び
、
そ

の
水
を
市
街
地
ま
で
引
き
、
各
所

　
７
月
13
日（
日
）に
美
麻
地
区
で
、

「
大
町
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併

10
年
記
念
　
２
０
１
４
大
町
美
麻

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、「
全

日
本
学
生
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
シ
リ
ー

ズ
第
４
戦
」
と
し
て
行
わ
れ
、
熱

戦
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
１
周
12
・
６
㎞
の
特
設
周
回

コ
ー
ス
を
走
る
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
、

コ
ー
ス
が
広
範
囲
に
渡
る
こ
と
か

ら
、
大
町
美
麻
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
実

行
委
員
会
で
は
、
交
通
整
理
な
ど

に
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
自
転
車

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
醍
醐
味
を
味
わ

え
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
大
勢

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
申
し
込
み
　
６
月
23
日（
月
）ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
大
町

美
麻
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
実
行
委
員
会

へ
。

■
そ
の
他
　
締
め
切
り
後
に
説
明

会
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
美
麻
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
実
行
委

員
会
事
務
局
（
美
麻
支
所
産
業
建

設
係
内
）

℡
２
９
・
２
３
１
１

に
共
同
用
の
蛇
口
を
設
け
て
、
み

ん
な
が
一
緒
に
使
用
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　
水
道
水
の
水
源
は
、
居
谷
里
水

源
を
は
じ
め
26
カ
所
（
大
町
地
区

に
７
カ
所
、
美
麻
地
区
に
10
カ
所
、

八
坂
地
区
に
９
カ
所
）
あ
り
、
豊

富
で
き
れ
い
な
湧
水
な
ど
を
取
水

し
て
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
に
水
道
水

と
し
て
供
給
し
て
い
ま
す
。

水
質
検
査

　
市
で
は
、
安
全
で
安
心
な
水
を

供
給
で
き
る
よ
う
に
水
質
管
理
の

徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。
水
質
検

査
機
関
に
よ
る
水
道
法
に
基
づ
く

水
質
検
査
の
ほ
か
、
市
内
各
水
系

で
、
塩
素
濃
度
・
色
・
濁
り
を
毎

日
検
査
し
て
い
ま
す
。

給
水
装
置

　
水
道
の
配
水
管
か
ら
分
岐
し
て

６
月
１
～
７
日
は
水
道
週
間　
第
56
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

ご
家
庭
に
引
き
込
ま
れ
た
給
水
管

と
、
こ
れ
に
直
結
し
て
取
り
付
け
て

あ
る
止
水
栓
、
水
道
メ
ー
タ
、
蛇

口
な
ど
を「
給
水
装
置
」と
い
い
ま
す
。

　
給
水
装
置
の
う
ち
水
道
メ
ー
タ

は
水
道
事
業
者（
大
町
市
）の
所
有

物
で
す
が
、
そ
れ
以
外
は
、
ご
家
庭

な
ど
の
所
有
物
で
す
。
日
頃
か
ら

の
点
検
・
管
理
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
水
道
工
事
は
、
市
が
給

水
装
置
の
工
事
を
認
定
し
た「
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
」以
外
で
は

施
工
で
き
ま
せ
ん
。
事
業
者
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
水
道
水
を

皆
さ
ん
に
！

　
こ
れ
か
ら
も
安
全
で
お
い
し
い

水
の
安
定
供
給
に
向
け「
大
町
市
地

域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」を
基
に
、
水
源

の
確
保
や
水
質
管
理
の
強
化
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
水
道
施
設
の

適
正
な
維
持
管
理
や
配
水
管
網
の

整
備
な
ど
、
安
定
し
た
供
給
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
、
水
道
事
業
の
効

率
的
な
経
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
経
営
係

℡
市
内
線
７
２
１
・
７
２
２

2014大町美麻サイクルロードレース大会

大
町
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併
10
年
記
念

お
い
し
い
な

　
だ
い
じ
な
お
水

　
　
　
ご
く
ご
く
り

ボランティア
募集
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と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
市
は
平
成
26
年
度
大
町
市
き
ら
り
輝
く
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
公
開
審
査
会
を
４
月

26
日
、
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
同
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
意
あ
る

自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
も

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
審
査
員
と
な
り
、

市
民
の
視
点
で
審
査
し
、
助
成
す
る
か
と
助

成
金
額
を
決
定
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
審
査

は
団
体
な
ど
か
ら
の
推
薦
や
識
見
者
８
人
が

行
い
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
新
規
の

部
６
団
体
、
継
続
の
部
４
団
体
と
、
市
制
施

行
60
周
年
を
記
念
し
た
記
念
事
業
の
部
４
団

体
の
計
14
団
体
が
、
持
ち
時
間
内
で
、
工
夫

を
凝
ら
し
な
が
ら
事
業
内
容
を
審
査
員
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
審
査

員
は
、「
会
員
の
増
や
し
方

は
」「
助
成
金
が
打
ち
切
り
と

な
っ
た
後
、
ど
の
よ
う
に
事

業
を
継
続
す
る
の
か
」
な
ど

団
体
ご
と
に
質
問
。
計
画
内

容
な
ど
五
つ
の
視
点
か
ら
総

合
的
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
第
１
次
審

査
と
敗
者
復
活
戦
と
な
る
第

２
次
審
査
を
経
て
13
団
体
へ

の
助
成
と
助
成
金
額
を
決
定

し
ま
し
た
。

　
鷹
狩
山
展
望
施
設
指
定
管
理
者
の
㈱
ピ
ュ
ア
ハ
ウ
ス
に
よ

り
４
月
27
日
、
同
施
設
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
４
月
26
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
同
施
設
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
関
係
者
、
観
光
客
な
ど
の
ほ

か
、
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
も
駆
け
付
け
、
約
50
人
が
集
ま
り
展
望

台
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
管
理
運
営
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
前
指
定
管
理
者
㈱
あ
す
か
の
杜
が
経
営
破
綻

し
た
た
め
、
営
業
を
停
止
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成

25
年
10
月
に
指
定
管
理
者
の
再
募
集
を
行
い
、
３
社
の
応
募

の
中
か
ら
㈱
ピ
ュ
ア
ハ
ウ
ス
を
新
し
い
指
定
管
理
者
に
決
定

し
ま
し
た
。

　
大
町
市
総
合
計
画
審

議
会
は
５
月
１
日
、
平

成
24
～
28
年
度
の
市
が

行
う
施
策
の
基
と
な
る

「
大
町
市
第
４
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
」

の
進
行
管
理
を
外
部
評

価
と
し
て
答
申
し
ま
し

た
。
答
申
は
、
市
か
ら

提
出
さ
れ
た
内
部
評
価

を
基
に
、
計
画
に
あ
る

51
項
目
の
施
策
か
ら
定

住
促
進
や
観
光
推
進
な

　
内
山
重
喜
代
表

取
締
役
社
長
は

「
展
望
台
建
設
に

は
私
も
携
わ
っ
て

い
た
の
で
、
指
定

管
理
者
に
な
れ
た

こ
と
は
非
常
に
感

慨
深
い
。
大
町
の

東
山
の
観
光
拠
点

と
し
て
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
来
て
良

か
っ
た
と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
努

力
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
11
月
30
日
ま
で
営
業
し
ま
す
。

ど
の「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
を
中
心

に
９
施
策
を
抽
出
し
、
４
回
に
わ
た
る
評
価
を
ま
と
め
た

も
の
。

　
坂
中
正
男
会
長
は
「
課
題
も
あ
る
が
計
画
当
初
よ
り
市

の
対
応
が
良
く
な
っ
た
と
い
う
評
価
も
あ
る
。
今
後
も
市

民
の
視
点
で
さ
ら
な
る
前
進
を
期
待
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
答
申
を
受
け
牛
越
市
長
は
「
計
画
実
現
の
た
め
に
粘
り

強
く
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
が
少
し
ず
つ
成
果
に
つ
な

が
っ
た
。
今
後
も
評
価
を
励
み
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。
ま
た
目
指
す
方
向
に
つ
い
て
、
市
民
の
視
点
で

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
よ
り
一
層
成
果

に
つ
な
げ
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
施
策
や
29

年
度
か
ら
の
次
期
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

こ
と
し
は
13
団
体
に
助
成
を
決
定

き
ら
り
公
開
審
査
会

鷹
狩
山
展
望
施
設
が
再
ス
タ
ー
ト

市
総
合
計
画
の
進
行
管
理
を
審
議
会
が
答
申
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ときめきマイ・シティー

　
読
み
聞
か
せ
な
ど

の
読
書
活
動
を
34
年

間
続
け
て
い
る
栗
林

聰さ
と
しさ

ん（
上
仲
町
）が
、

文
部
科
学
省
の
「
子

ど
も
の
読
書
活
動

優
秀
実
践
団
体
（
個

人
）」で
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
、

５
月
２
日
に
荒
井
今

朝
一
教
育
長
に
報
告

し
ま
し
た
。

　
栗
林
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
に
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
開
始
。
そ
の
後
、
有
線
放
送
で
の
昔
話
の
朗
読
や
図
書

館
・
学
校
・
福
祉
施
設
な
ど
で
の
読
み
聞
か
せ
、
市
内
外
の

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
の
設
立
や
指
導
に
関
わ
る
な
ど
、
大

町
市
の
読
み
聞
か
せ
の
草
分
け
的
な
存
在
と
し
て
活
動
。
現

在
も
市
内
の
ほ
か
、
東
京
で
プ
ロ
の
演
奏
家
と
朗
読
を
取
り

入
れ
た
音
楽
会
を
し
た
り
、
県
外
の
団
体
か
ら
指
導
を
頼
ま

れ
た
り
と
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
後
に
帰
る
親
子
の「
楽
し
か
っ
た
ね
」と
い
う

会
話
に
喜
び
を
感
じ
る
と
い
う
栗
林
さ
ん
は
「
振
り
返
る
と

長
く
や
っ
た
な
と
思
う
け
れ
ど
、
好
き
な
こ
と
を
楽
し
く

や
っ
て
き
た
の
に
受
賞
な
ん
て
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
同
表
彰
は
、
文
部
科
学
省
が
平
成
14
年
度
か
ら
子
ど
も
の

読
書
活
動
推
進
の
た
め
、
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

学
校
や
図
書
館
、
団
体
、
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
。
本
年
度

は
４
月
に
全
国
の
１
４
１
校
、
43
図
書
館
、
51
団
体
、
４
個

人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
戦
国
時
代
に
経
済
封
鎖
に
よ
り
塩
不
足
で
困
っ
て
い
た

武
田
信
玄
に
、
長
年
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
上
杉
謙
信
が
塩

を
送
り
助
け
、
こ
と
わ
ざ
「
敵
に
塩
を
送
る
」
の
基
に
も

な
っ
た
話
―
。
こ
の
時
に
通
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の

が
千
国
街
道
、「
塩
の
道
」で
す
。

　
こ
と
し
も「
塩
の
道
ま
つ
り
」が
５
月
３
～
５
日
、
小
谷

村
か
ら
大
町
市
ま
で
の
行
程
で
行
わ
れ
、
３
日
間
で
約

７
８
０
０
人
が
参
加
し
、
景
色
や
史
跡
を
楽
し
み
な
が
ら

古
道
を
巡
り
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
５
日
は
大
町
市
が
会
場
。
仁
科
三
湖
の
湖
畔

を
歩
く「
湖
畔
道
中（
約
11
㎞
）」、
仁
科
神
明
宮
な
ど
の
文

化
史
跡
を
巡
る「
山
麓
道
中（
約
10
㎞
）」の
２
コ
ー
ス
に
は
、

あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
の
中
、
県
内
外
か
ら
約
７
１
０
人

が
参
加
。「
湖
畔
道

中
」コ
ー
ス
で
は
、
昔

の
旅
姿
に
扮
し
た
人

も
お
り
、
菜
の
花
畑

な
ど
を
歩
き
、
地
元

住
民
に
よ
る
振
る
舞

い
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　
千
葉
県
在
住
の
田

川
桂
子
さ
ん
は
、
以

前
大
町
市
に
住
ん
で

い
た
縁
で
交
流
が
続

い
て
い
る
「
大
町
民

話
の
里
づ
く
り
　
も

ん
ぺ
の
会
」の
皆
さ
ん
と
も
ん
ぺ
姿
で
参
加
。「
県
内
外
い
ろ

い
ろ
歩
い
た
が
、
天
気
が
良
い
日
の
北
ア
ル
プ
ス
の
景
観
が

日
本
一
素
晴
ら
し
い
と
思
う
」と
話
し
ま
し
た
。

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域

消
防
本
部
は
５
月
８

日
、
大
町
消
防
署
で

消
防
救
助
技
術
大
会

を
開
き
ま
し
た
。
大

会
は
、
６
月
21
日
に

長
野
市
で
行
わ
れ
る

県
消
防
救
助
技
術
大

会
の
出
場
選
手
を
選

考
す
る
も
の
で
、
隊

員
は
約
１
カ
月
の
集

中
訓
練
で
磨
い
た
技
術
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
安
全
性
、
確
実
性
、
所
要
時
間
を
競
う
も
の
で
、

14
ｍ
の
高
さ
に
水
平
に
張
っ
た
往
復
40
ｍ
の
ロ
ー
プ
を
渡
る

「
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
」、
要
救
助
者
を
高
さ
７
ｍ
の
塔
上

ま
で
引
き
上
げ
救
助
・
脱
出
す
る「
引
き
揚
げ
救
助
」な
ど
３

種
目
を
実
施
。
気
合
の
入
っ
た
隊
員
は
、
同
僚
や
見
学
に
来

た
保
育
園
児
な
ど
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

動
き
で
課
題
を
こ
な
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
結
果
に
よ
り
、
引
き
揚
げ
救
助
で
県
大
会
に
出

場
す
る
消
防
副
士
長
の
松
澤
孝
行
さ
ん
は
、「
技
術
的
に
は

改
善
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
が
あ
る
の
で
修
正
し
て
い
き

た
い
。
去
年
は
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
で
、
こ
と
し
は
関
東

大
会
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
る
」
と
今
後
の
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

栗
林
聰
さ
ん　
読
書
活
動
で

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

い
に
し
え
の
街
道
を
巡
る

第
35
回
塩
の
道
ま
つ
り

鍛
え
上
げ
た
レ
ス
キ
ュ
ー
技
術
を
競
う

消
防
救
助
技
術
大
会
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）で
は
、
安
曇
野

ら
し
い
ア
ー
ト
や
ク
ラ
フ
ト
作
品
の
展
示
に
加
え
、
屋
内
で
楽
し

め
る
本
格
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
雨
が
降
っ
て
も
公
園

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
や
電
車
の
お
も

ち
ゃ
な
ど
、
遊
び
が
充
実
。

　
梅
雨
の
季
節
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

　
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
な
ど
の
安

曇
野
ら
し
い
版
画
作
品
や
、
木
の

あ
づ
み
の
ア
ー
ト
・

　
　
　
　
　
　
ク
ラ
フ
ト
展

フ
ラ
ワ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験

　
初
心
者
向
け
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
で
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た�
こ
つ
�で
素
敵
な
ア
レ
ン

ジ
を
！
　
季
節
の
花
で
お
部
屋
を

美
し
く
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
６
月
21
日（
土
）、
７
月

５
日（
土
）　
午
前
10
時
30
分
、
午

後
１
時
30
分

■
場
所
　
レ
ン
タ
ル
棟

■
定
員
　
各
回
と
も
先
着
20
人

■
参
加
費
　
１
５
０
０
円

■
申
し
込
み
　
開
催
日
の
７
日
前

ま
で
に
、
電
話
で
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）へ
。

ガ
ラ
ス
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

リ
ュ
ー
タ
ー
体
験

　
リ
ュ
ー
タ
ー
と
い
う
ペ
ン
型
の

道
具
を
使
用
し
て
、
グ
ラ
ス
に
絵

柄
を
彫
り
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ

ん
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

制
作
に
か
か
る
時
間
は
約
１
時
間
。

作
品
は
当
日
持
ち
帰
れ
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
６
日（
日
）　
午
前

９
時
30
分
、
午
後
１
時

■
場
所
　
レ
ン
タ
ル
棟

■
参
加
費
　
１
３
５
０
円

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催
す
る
本
格

的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
お
食
事
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の

間
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
６
月
14
日
（
土
）・
28

日
（
土
）、
７
月
12
日
（
土
）　
午

後
１
時
～
１
時
30
分
、
午
後
２
時

30
分
〜
３
時

■
場
所
　
休
憩
棟
レ
ス
ト
ラ
ン

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン

タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino
.g

o
.jp/ 

温
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
木
工
ク
ラ

フ
ト
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
、

メ
ッ
シ
ュ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時
　
６
月
７
日（
土
）～
７
月

13
日（
日
）

■
場
所
　
レ
ン
タ
ル
棟

ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路

　
公
園
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
が
登

場
！
　
雨
の
日
で
も
公
園
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時
　
６
月
７
日（
土
）～
７
月

13
日（
日
）

■
場
所
　
レ
ン
タ
ル
棟

版画

ダンボール迷路フラワーアレンジメント

リューター体験

クラシックコンサート
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生涯学習
平公民館・女性未来館ピュア

初心者のための山野草講座

　初心者を対象に山野草の栽培方法を学ぶ講座を行

います。「サラシナショウマ」と「ニッコウキスゲ」の

栽培方法を学び、実際に鉢植えをして持ち帰ります。

■日時　６月21日（土）　午後２時～４時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　講堂

■対象・定員　初心者　先着18人

■講師　傳刀孝男さん（山野草愛好家）

■費用　800円（材料代）

■持ち物　山野草を植える鉢２個（直径15㎝程度）、

手袋、移植ごて　※作業ができる服装でお

越しください。

■申し込み　６月５日（木）から受け付けを開始します。

電話または直接、平公民館・女性未来館ピュ

アへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

知って、聴いて、噺す〝落語教室

〝

　昨年大好評の落語教室をことしも開催します。笑い

は会話の潤滑油。人付き合いにも大いに役立ちます。

扇子や手ぬぐいの扱い方を学んだり、５分程度の短い

噺
はなし

にチャレンジしたり、落語を楽しく体験しましょ

う。毎回楽しい実演があります。参加無料です。

■日時　６月25日、７月２日・９日・16日・23日　

水曜日　全５回　午前10時～11時30分

■会場　平公民館･女性未来館ピュア　和室

■対象・定員　市内にお住まいか、通勤している人　

先着15人

■講師　まつかわ落語会「風まんだら」

■申し込み　６月２日（月）～13日（金）までに、電話

または直接、平公民館･女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

講座の申し込みが５人に満たない場合は行

いません。

ふんわり〝シュークリーム

〝

作り！
　「作ってみたけど、うまくふくらまなかった」「クリームがいまいち

だった」など失敗談の多いシュークリーム。ふっくら仕上げるこつ

をつかんで、おいしく楽しく作りましょう。スイーツ男子も大歓迎。

理科の実験感覚で、お菓子作りにチャレンジしよう！

■日時　７月５日（土）・６日（日）　午前９時30分～11時30分　

※いずれか１日を選択

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　調理室

■対象　市内にお住まいか、通勤・通学している小学生以上の人。子どものみ、子どもと保護者、大人のみ、いずれ

も参加できます。小学１～４年生の子どもは、保護者同伴。

■定員　両日とも先着16人　　■講師　浅野牧子さん（がんこmamaのパン教室）

■費用　300円（材料費１人分）　　■持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具、持ち帰り用の入れ物（高さがある物）

■申し込み　６月９日（月）～20日（金）までに、電話または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線２２－０６９４
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総合体育館

生涯学習

親子カヌー教室

　カヌーに乗って木崎湖を散策！　親子で自然を満

喫しよう。

■期日　 ▽１回目　６月22日（日）

▽２回目　６月28日（土）

※２回とも内容は同じです。両日の参加も可

能です。

■時間　午前９時30分～正午

■会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）

■対象・定員　市内にお住まいか、通学している小学

３年生～中学３年生と保護者　両日とも先

着10組

■費用　1,100円／人（保険料ほか）

■申し込み　６月17日（火）までに、費用を添えて直

接、総合体育館へ。

■その他　カヌーはペアカヌーではなく１人１艇です。

少年海洋教室（カヌー・ＯＰヨット）
　カヌーとOPヨットの教室を木崎湖で開催します。

初心者も大歓迎です。お気軽にお申し込みください。

　教室終了後には、８月24日（日）開催の「木崎湖カッ

プカヌー大会」に参加します。

■日時　７月19日（土）・26日（土）、８月２日（土）・

17日（日）・23日（土）　午前10時～午後３時

■会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）

■対象・定員　市内にお住まいか、通学している小学

３年生～中学３年生　先着15人

■費用　1,500円／人（保険料ほか）

■申し込み　７月７日（月）までに、本人または家族が

費用を添えて直接、総合体育館へ。

■その他　教室参加者は、８月９日（土）・10日（日）

に開催の「合同練習会」にも参加できます。

詳しくは教室内で説明します。

健康づくりサークル
　健康増進を目指す仲間づくりと、運動習慣を身に付け

ることを目的として、ウオーキング中心にいろいろな運

動を体験します。大勢で楽しみながら運動をしたい人に

お勧めの教室です。ぜひ一緒に体を動かしましょう！

■日時　６月22日、７月20日、８月24日、９月28日、

10月26日、11月30日、12月14日・21日

平成27年１～３月は今後計画　日曜日　全14回

午前９時30分～11時30分（開催内容により変

更あり）

■会場　運動公園ほか

■内容　体力テスト、ウオーキング、水中運動、ヨガなど

■対象・定員　50歳以上　先着25人

■費用　7,500円（保険料、講師料、各施設入館・入園料など）

■申し込み　電話または直接、総合体育館へ。
■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５
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総合体育館

常盤公民館 美麻公民館

ママさんフリータイム広場
　いつも子育てに追われているお母さんも、たまにはお子さんから離

れて、スポーツでリフレッシュしたいですよね。ママ友づくり＆気分

転換に、一緒に体を動かしましょう！

■日時　６月27日、７月４日・11日・18日・25日　金曜日　全５回

午前10時～正午　※受け付け　午前９時30分

■会場　運動公園総合体育館

■対象・定員　市内にお住まいの生後６カ月以上の未就園児とお母さん　先着30組

■内容　ニュースポーツ、バドミントン、ソフトバレーボールなど　　■費用　900円（保険料）

■申し込み　費用を添えて直接、総合体育館へ。　　■その他　お子さんは市教育委員会でお預かりします。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

はじめての中国語～初心者入門編～
　中国語の勉強を

これから始めたい

人や勉強を始めた

ばかりの人を対象

に、中国語講座を

開催します。中国

語の読み書きや発

音練習などを基礎

から学びます。初めてでも大丈夫。ぜひ挑戦してください。

講師から皆さんへ
【中国語】　各位好！　歡迎来到中国語教室　一起學習漢語
吧！　等待各位報名參加
【日本語訳】　皆さん！　中国語講座へようこそ　一緒に仲間に
なって勉強しましょう！　皆さんのご参加をお待ちしています。

■日時　６月20日～８月８日　毎週金曜日　全８回　午後

７時～９時

■対象・定員　初心者　先着16人

■講師　前嶋美紀さん（中国名：張淑真）

■協力サークル　ニーハオ会

■費用　1,680円（テキスト代）

■持ち物　筆記用具

■申し込み　６月17日（火）までに、電話または直接、常盤

公民館へ。

■会場・問い合わせ

常盤公民館　℡・有線２２－０３２１

平成26年度

企画参加型講座（ヨガ教室）
　参加者自身が企画してスタートしたヨガ

教室もことし７年目、毎年好評です。美容

と健康や日頃の運動不足解消のために参加

してみませんか。どなたでも参加できます。

■日時　６月11日、７月９日、８月20日、

９月10日、10月８日、11月12日、

12月10日、平成27年１月14日、

２月18日、３月11日　全10回

水曜日　午前10時30分～11時30分

■会場　美麻公民館　講堂

■定員　15人程度

■講師　長島比呂美さん（全米ヨガアライ

アンス認定インストラクター）

■費用　１人１回500円

■持ち物　ヨガマットまたはバスタオル、

飲み物

■申し込み　当日受け付けます。

■その他　途中からの参加も可能です。受

け付けは随時行っています。

　託児あります。事前にお申し

込みください。（託児費用は、お

子さん１人につき100円）

■問い合わせ

美麻公民館　℡２９－２３１１
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おおまち情報センター文化財センター

ギャラリー・いーずら

生涯学習

ＩＴ講習　「インターネット活用講座」
「エクセル入門講座」「デジカメ活用講座」

　おおまち情報センターでは、次の３講座を開催します。

お気軽にご参加ください。

■講座・日時

▽講座１「インターネット活用講座」

６月23日（月）・24日（火）・26日（木）・27日（金）、

７月３日（木）・４日（金）・８日（火）・９日（水）

全８回　午前10時～正午

▽講座２「エクセル入門講座」

６月23日（月）・24日（火）・26日（木）・27日（金）、

７月３日（木）・４日（金）・８日（火）・９日（水）

全８回　午後1時30分～３時30分

▽講座３「デジカメ活用講座」

６月25日（水）・27日（金）・30日（月）、７月１日（火）・

３日（木）・７日（月）・９日（水）・10日（木）

全８回　午後６時～８時

■対象・定員　市内にお住まいで、マウス操作、キーボー

ド操作による文字入力ができる人　各講座16人

※定員を超えた場合は抽選

■費用　1,500円（テキスト代）

■持ち物　講座３は、デジタルカメラで撮影した写真デー

タ（写真データを持参しなくても受講できます）

■申し込み　６月16日（月）までに、直接、おおまち情報

センターへ。

■その他　おおまち情報センターのパソコンを基本的に使

用しますが、講座２・講座３は日頃使用してい

るご家庭のノートパソコンを持参して講座を受

けることも可能です。

　申し込みが８人に満たない場合は、講座は行

いません。

■会場・問い合わせ

おおまち情報センター　℡２１－３８００

文化財講座
おおまちの歴史と自然

　本年度も12月まで、「文化財講座　おおまち

の歴史と自然」を開催します。どなたでも受講

できます。受講無料です。ぜひご参加ください。

第１回　虫の目で見た安曇野の自然

　扇沢周辺など大町に生息する高山蝶
ちょう

を中心

としたお話です。

■日時　６月14日（土）　午後２時～４時

■講師　那須野雅好さん（安曇野市教育委員会）

■申し込み　初めて受講する人は、事前に電話

で文化財センターへ。

■会場・問い合わせ

文化財センター　℡・有線２３－４７６０

第13回　浩和会和紙絵画展
　会員の作品約40点を展示します。入場無料です。

■日時　６月12日（木）～17日（火）　午前10時～

午後６時（最終日は午後４時まで）

第８回　ぴんぼけ倶楽部写真展
「ときめきの瞬間」

　県内の四季の彩りを写した会員の作品約30

点（全紙サイズ）を展示します。入場無料です。

■日時　６月19日（木）～24日（火）　午前10時～

午後６時（最終日は午後５時まで）

■会場　ギャラリー・いーずら　展示室

（いーずら大町特産館２階）

■問い合わせ　生涯学習課生涯学習・青少年係

℡市内線６２２

高山蝶「クモマツマキ」
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親子陶芸教室

　「陶芸の家」では、市内小中学生と保護者の皆さん

を対象に親子陶芸教室を開催します。日頃、体験す

る機会が少ない「陶芸」を通して創作意欲をふくらま

せ、親子の触れ合いを深めましょう。当日は「陶芸

の家」の会員に指導してもらえますので、初めてで

もお気軽にご参加ください。

■日程

▽開講式・造形作業　６月21日（土）・22日（日）の

いずれか１日　午前９時～11時

▽作品完成・鑑賞会・閉講式　８月９日（土）　午前

10時～11時

■会場　陶芸の家（東町　中央保健センター南隣）

■対象・定員　市内にお住まいの小中学生と保護者

（中学生は本人のみでも参加できます）　

両日とも先着10組

■費用　500円／人（材料費、保険料）

■申し込み　６月16日（月）までに、電話または直

接、福祉課高齢者・介護保険係へ。

■問い合わせ

福祉課高齢者・介護保険係　℡市内線４７４

『長
ちょうしょういん

性院木
も く

造
ぞ う

聖
しょう

観
か ん

世
ぜ

音
お ん

菩
ぼ

薩
さ つ

立
りゅうぞう

像』
（市有形文化財）

　現在、大町市の南原町にある長性院は、江戸時代

には「六角堂」と呼ばれ、親しまれていました。起源

は、中世に仁科氏が祈願寺として大町高校辺りに建

造した「長性寺」というお寺だったといわれています。

長性寺がなくなってからも、同じ敷地に建てられて

いた六角堂は近代まで残り、昭和27（1952）年、寺

格を得て長性院となりました。

　長性院に残されているのが、木
もく

食
じき

山
さん

居
きょ

作の木造聖

観世音菩薩立像です。像高は107㎝、蓮華座や光
こう

背
はい

も入れると高さ184.3㎝になり、木食山居作の像の

中でも最大級です。ヒノキ製の寄せ木造りで内
うち

刳
ぐ

り

があり、本体背面の下部に「万躰之内　木食山居作」

と墨書銘が残されていることにより、弾誓寺の六世

木
もく

食
じき

山
さん

居
きょ

故
こ

真
しん

法
ほう

阿
あ

の像仏した万体仏の一つであるこ

とが分かります。玉眼が施された切れ長の目、唇は

朱を入れ、毛髪は群青で彩り、顔面・体部は黒漆の

上を金泥で刷き金色を施しています。右手の指や天
てん

衣
ね

などに欠損が若干見られますが、保存状態は良好

で、バランスも良く、京都の仏師によるものかと見
み

紛
まが

うほどの出来栄えです。

　造像年は、本像の大きさから、木食山居上人が弾

誓寺の住職として迎えられた元禄16（1703）年から

没した享保９（1724）年までの21年間のうちの作品

と考えられます。

　ことしの６月７～15日に長性院で、７年ぶりの

御開帳が行われま

す。秘仏で普段は

見ることができな

い木食山居作の聖

観世音菩薩立像を、

拝見できる貴重な

機会です。ぜひお

出掛けください。

■問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

『月刊　　　　　　　　　　 』 　�大町市の文化財
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情報ステーション

共
通
事
項

■
受
験
手
続
き
　
受
験
案
内
・
試

験
申
込
書
は
、
庶
務
課
職
員
係
で

お
渡
し
し
ま
す
。

　
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
92

円
切
手
を
貼
り
宛
名
を
記
入
し
た

返
信
用
封
筒（
長
３
サ
イ
ズ
）を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
提
出
す
る
と
き
は
、
普
通

紙
Ａ
４
サ
イ
ズ
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
受
験
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
郵
送
で
の
請
求
先

〒
３
９
８
―
８
６
０
１

大
町
市
大
町
３
８
８
７

大
町
市
役
所
総
務
部
庶
務
課
職
員
係

■募集職種・募集人数・試験など

募集職種 募集
人数 応募資格 受付

期間
１次
試験

２次
試験

上級

一般事務 若干名
昭和59年４月２日

～

平成５年４月１日
生まれ

４年制大学卒業（見込
み）程度の学力がある人

平成26年４月２日以前
から大町市に住民票が
あり住んでいるか、進
学・就職などで大町市
を離れているが帰省先

（実家）が大町市である
人。学芸員・保健師・
管理栄養士は、住所要
件がありません。

６
月
２
日(

月)

～
18
日(

水)

７
月
５
日（
土
）

８
月
下
旬
の
予
定

土木技師 若干名
４年制大学の土木課程
卒業（見込み）程度の学
力がある人

学芸員 若干名
昭和59年４月２日

～

平成７年４月１日
生まれ

学芸員の資格があるか、
資格取得見込みの人
で、自然科学史および
生物学を履修した人

保育士 若干名
昭和54年４月２日

～

平成７年４月１日
生まれ

保育士の資格があるか、
資格取得見込みの人 ８

月
１
日（
金
）～
25
日（
月
）

９
月
21
日（
日
）

11
月
上
旬
の
予
定初級

（※）

一般事務 若干名
昭和59年４月２日

～

平成９年４月１日
生まれ

高等学校卒業（見込み）
程度の学力がある人

土木技師 若干名
昭和59年４月２日

～

平成９年４月１日
生まれ

高等学校土木科卒業
（見込み）程度の学力が
ある人

保健師 若干名
昭和59年４月２日

～

平成５年４月１日
生まれ

保健師の資格があるか、
資格取得見込みの人

管理栄養士 若干名
昭和59年４月２日

～

平成５年４月１日
生まれ

管理栄養士の資格が
あるか、資格取得見込
みの人

※「初級」は、短大または４年制大学卒業（見込み）の人も受験できます。

平成27年
4月採用 大町市職員募集

　市では、時代の変化を常に認識し、新たな発想と課題に挑戦する高い意欲と能力のある職員を求めてい
ます。協調性に富み元気な人、市民の皆さんとともに「きらり輝くおおまち」をつくっていきましょう。

■問い合わせ　庶務課職員係　℡ 市 内線５１３
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募
集

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅
　
中
原
＝
１
戸
（
３

Ｄ
Ｋ
Ｂ
）、
借
馬
＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）、

明
野
＝
４
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）、
７
月
７

日（
月
）か
ら
入
居
で
き
ま
す
。

※
Ｌ
＝
居
間
、
Ｄ
Ｋ
＝
台
所
兼
食
事
室
、

Ｂ
＝
浴
槽
な
し
浴
室
、
Ｙ
＝
浴
槽
付
き

浴
室

■
入
居
の
条
件
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

か
勤
め
て
い
る
人
で
、
単
身
世
帯
ま
た

は
同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、
所
得
が
一

定
額
以
内
な
ど
の
基
準
に
合
う
人

▽
そ
の
他
　
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼

育
は
禁
止
で
す
。

■
申
し
込
み
　
６
月
16
日（
月
）ま
で
に
、

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

雇
用
促
進
住
宅
入
居
者

■
住
宅
の
概
要

▽
団
地
名
　
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
大
町

▽
所
在
地
　
大
町
市
社
４
６
８
２

－

５

２
０

▽
建
設
年
度
　
平
成
10
年
度

▽
構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階

建
て

▽
間
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ

▽
設
備
状
況

①
水
洗（
公
共
下
水
道
接
続
）

②
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
浴
槽
、
給
湯
器（
浴

室
、
洗
面
所
に
給
湯
）

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
備
な
し
。
台
所
瞬

間
湯
沸
か
し
器
・
居
室
照
明
器
具
は
入

居
者
が
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
駐
車
場
　
入
居
者
お
よ
び
同
居
者
が

使
用
で
き
る
有
料
駐
車
場
あ
り
。
希
望

者
は
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
そ
の
他
　
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼

育
は
禁
止
で
す
。
一
定
条
件
を
満
た
せ

ば
ル
ー
ム
シ
ェ
ア
も
可
能
で
す
。

■
入
居
の
条
件
　
勤
労
者
ま
た
は
勤
労

者
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
人
で
、所

得
が
一
定
以
上
な
ど
の
基
準
に
合
う
人

■
家
賃
・
駐
車
場
代
　
金
額
は
い
ず
れ

も
月
額

▽
家
賃（
階
ご
と
に
異
な
り
ま
す
）

１
階
・
２
階
＝
３
万
９
６
０
０
円

３
階
＝
３
万
８
４
０
０
円

４
階
＝
３
万
７
２
０
０
円

５
階
＝
３
万
５
６
０
０
円

▽
駐
車
場
代
　
１
台
当
た
り
２
５
０
０
円

■
申
し
込
み
　
随
時
受
け
付
け
中
で
す
。

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

《広告》

台所 外観居室
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上
下
水
道
事
業

経
営
審
議
会
委
員

　
市
で
は
、
上
下
水
道
事
業
の
経
営
に

関
す
る
こ
と
や
水
道
・
下
水
道
料
金
な

ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
す
る
た
め
、
大
町
市
上
下
水
道
事

業
経
営
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
市
民

■
任
期
　
７
月
～
平
成
29
年
６
月

■
会
議
　
年
４
回
程
度
　
※
平
日
昼
間

に
開
催

■
応
募
方
法
　
６
月
30
日（
月
）ま
で
に
、

上
下
水
道
事
業
に
関
す
る
提
言
・
意
見

を
任
意
の
用
紙
に
８
０
０
字
程
度
に
ま

と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、郵
送（
当
日
消
印
有
効
）

ま
た
は
直
接
、
上
下
水
道
課
経
営
係
へ
。

■
そ
の
他
　
結
果
は
審
査
会
で
選
考
し

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
経
営
係

℡
市
内
線
７
２
１

山
の
子
ク
ラ
ブ
会
員

　
こ
れ
ま
で
閉
園
し
て
い
た「
山
の
子

村
」を
再
開
し
維
持
・
整
備
し
て
い
く
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体「
山
の
子
ク
ラ

ブ
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
市

教
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

等
専
門
学
校
高
等
課
程
、
専
修
学
校
高

等
課
程
を
含
む
）や
、
大
学（
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
専
門
課
程
、
専
修
学
校

専
門
課
程
を
含
む
）
に
修
学
す
る
人
に

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

■
該
当
条
件

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
市
内
に
居
住
す
る
人
、
ま
た
は
市
外

の
学
校
に
通
っ
て
い
る
た
め
大
町
市
外

に
居
住
し
て
い
る
が
、
帰
省
先
が
大
町

市
で
あ
る
人

▽
成
績
が
優
秀
で
健
康
で
あ
る
こ
と

▽
品
行
方
正
で
あ
る
こ
と

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
こ
と

▽
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
、

県
、
そ
の
他
の
団
体
か
ら
、
別
に
学
資

の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

■
奨
学
金
の
額（
月
額
）

▽
高
校
生
　
１
万
５
０
０
０
円
以
内

▽
大
学
生
　
３
万
円
以
内

■
返
済
方
法
　
対
象
と
な
っ
た
期
間
の

倍
の
期
間
以
内
に
、
月
払
い
か
年
払
い

で
返
済

■
申
し
込
み
　
６
月
30
日（
月
）ま
で
に
、

学
校
教
育
課
庶
務
係
に
あ
る
奨
学
生
願

書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
、
学
校
教
育
課
庶
務
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
庶
務
係

℡
市
内
線
６
１
１

お
知
ら
せ

大
町
市
奨
学
生
貸
与
制
度
の

ご
案
内

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、高
等
学
校（
高

　
今
回
、
私
た
ち
と
共
に
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
自
然
の

中
で
の
活
動
を
通
じ
て
大
町
の
素
晴
ら

し
さ
を
体
感
し
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き

生
き
と
過
ご
せ
る
よ
う
、
自
然
と
施
設

を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
活
動
内
容

▽
山
の
子
村
施
設（
山
小
屋
・
炊
事
場
・

管
理
棟
な
ど
）の
維
持
・
整
備

▽
自
然
観
察
設
備（
遊
歩
道
・
柵
な
ど
）

の
整
備

▽
危
険
箇
所
の
補
修
、危
険
樹
木
の
排
除

▽
動
植
物
の
保
護

▽
自
然
観
察
　

※
当
面
は
、
月
１
～
２
回
程
度
の
活
動

を
計
画
し
、
継
続
し
て
行
う
予
定
で
す
。

■
費
用
　
１
０
０
０
円（
年
会
費
）

■
申
し
込
み
　
随
時
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。
電
話
で
山
の
子
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
℡
２
３
・
５
０
５
８
）へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
・
青
少
年
係
　
℡
市
内
線
６
２
２

　市内産業の育成・振興、生活情報の提供、自主財源の確保の
ために、「広報おおまち」に市内事業者の広告を掲載しています。
お申し込みをお待ちしています。

広告の規格・掲載料　縦50㎜×横180㎜　白黒刷り　１回 20,000円
掲載できる広告の内容や申し込み方法などは、広聴広報係にお問い合わせください。

■問い合わせ　情報交通課広聴広報係　TEL22-0420　内線 404

有
料
広
告

募
集
中
！



33 広報おおまち　2014.6

http://www.city.omachi.nagano.jp/
市 ＝市役所 TEL・有線 22-0420 ／ FAX23-4304

認
知
症
介
護
者
の
会

　
市
で
は
、
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
交
流
や
、
心
身
の
健
康

に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
し
て
「
認
知
症
介

護
者
の
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
申

し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。
介
護

者
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
日
時
　
６
月
19
日（
木
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
　
市
役
所
　
西
庁
舎
　
２
階
　

西
第
１
・
２
会
議
室

■
内
容

▽
座
談
会
～
ち
ょ
っ
と
お
話
し
て
一
息

つ
い
て
み
ま
し
ょ
う
～

▽
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
の
工
夫

■
そ
の
他
　
本
年
度
は
、
お
お
む
ね
２

カ
月
に
１
回
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
福
祉
課
内
）　
℡
市

内

線
４
１
７

お
い
し
い　
か
ん
た
ん　

ヘ
ル
シ
ー　
健
康
料
理
教
室

　
大
町
総
合
病
院
糖
尿
病
患
者
会
「
こ

ま
く
さ
会
」
で
は
、
糖
尿
病
や
糖
尿
病

予
備
軍
の
人
、
健
康
に
興
味
が
あ
る
人

を
対
象
に
、
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

管
理
栄
養
士
が
考
え
た
低
カ
ロ
リ
ー
で

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
料
理
を
実
際
に
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

普
段
聞
き
に
く
い
事
や
気
に
な
る
事
を

聞
く
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

■
日
時
　
６
月
21
日（
土
）　
午
前
９
時

30
分
～
午
後
２
時

■
会
場
　
大
町
公
民
館
分
室

■
内
容

▽
料
理
教
室
「
地
元
食
材
を
使
っ
た
ヘ

ル
シ
ー
食
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

▽
お
は
な
し「
健
康
に
つ
い
て
」（
看
護
師
）

▽
健
康
教
室「
血
圧
測
定
、
血
糖
測
定
、

フ
ッ
ト
ケ
ア
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
測
定
な
ど
」

■
定
員
　
先
着
20
人

■
費
用
　
５
０
０
円

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具
、
料
理
を
持
ち
帰
る
た
め
の
容

器（
希
望
者
）

■
申
し
込
み
　
６
月
13
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
で
大
町
総
合
病
院
こ
ま
く
さ
会
事

務
局
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
総
合
病
院
こ
ま
く
さ
会
事
務
局
　

℡
２
２
・
０
４
１
５
　
内
線
２
１
９
４

新
入
・
新
人
社
員

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

～
目
指
せ
！
自
立
型
社
員
へ
の
変
革
～

　
新
入
社
員
の
皆
さ
ん
は
、
よ
う
や
く

新
生
活
に
慣
れ
て
き
た
一
方
で
、
全
て

が
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
と
は
い
か
ず
、
社

会
の
壁
の
高
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
ろ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
大
町
商
工
会
議
所
で
は
、
新
入
社
員

の
皆
さ
ん
が
企
業
に
と
っ
て
さ
ら
に

戦
力
と
な
る
べ
く
「
働
く
た
め
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
」
た
め
、
４
月

11
日
に
行
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
に
続
く
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時
　
７
月
18
日（
金
） 

午
前
10
時
～

午
後
４
時

■
会
場
　
大
町
商
工
会
館

■
講
師
　
西
澤
浩
二
さ
ん（
グ
ロ
ー
ア
ッ

プ
教
育
セ
ン
タ
ー
代
表
）　
※
西
澤
さ
ん

は
、
全
国
各
地
で
階
層
別
社
員
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
７
月
11
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
大
町
商
工
会
議
所

へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
大
町
商
工
会
議
所
　

℡
２
２
・
１
８
９
０

仁
科
台
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

　
生
徒
の
活
動
支
援
を
目
的
に
バ
ザ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ザ
ー
へ
の
提
供
品
も
募
集
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

■
日
時
　
７
月
４
日（
金
）　
午
後
３
時

50
分
～
５
時
20
分

■
会
場
　
仁
科
台
中
学
校
　
体
育
館

■
持
ち
物
　
上
履
き

■
バ
ザ
ー
用
品
提
供
受
け
付
け
　
６
月

９
日（
月
）～
７
月
２
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
　
仁
科
台
中
学
校

℡
２
２
・
１
８
１
７

４月11日に行ったセミナーには約80人が参加
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情報ステーション
nformationI

自主番組　午後8：45
＊健康ひろば…………………………… ３日（火）
「歯と口の健康週間について」
▷内容　大町保健福祉事務所の小板橋尚子保健
師からのお話です。

＊街角トピックス……………………… ９日（月）
「第57回針ノ木岳慎太郎祭」
▷内容　６月１日開催の慎太郎祭の模様をお伝
えします。（雨天の場合は番組変更あり）

＊きらり★大町人……………………… 23日（月）
「大町市観光ボランティアの会　赤松郁生さん」
▷内容　観光シーズン到来で市内のガイドに大
忙しの赤松さん。Ｉターンした赤松さんならで
はの目線で大町の魅力を伝えています。

学校めぐり　午後8：45
▷内容　市内小中学校の新任の先生を紹介します。

＊西小学校……………………………… １日（日）
＊南小学校……………………………… ８日（日）
＊北小学校……………………………… 15日（日）
＊第一中学校…………………………… 22日（日）
＊仁科台中学校………………………… 29日（日）

■問い合わせ
　大町市有線放送　℡・有線２２－１２９７

■
軽
装
執
務
の
取
り
組
み
期
間
　
６
月

１
日（
日
）～
９
月
30
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
課
職
員
係

℡
市
内
線
５
１
３

守
ろ
う
！　
電
波
の
ル
ー
ル

　
６
月
１
～
10
日
は
、
電
波
利
用
環
境

保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
で
す
。
私
た

ち
み
ん
な
の
財
産
で
あ
る
電
波
の
良
好

な
利
用
環
境
を
守
る
た
め
、
不
法
無
線

局
を
な
く
し
、
電
波
を
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

　
電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、
信
越
総
合

通
信
局
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

軽
装
執
務
に
ご
理
解
を

　
市
で
は
、
環
境
方
針
を
策
定
し
、「
自

然
と
と
も
に
生
き
る
美
し
い
お
お
ま

ち
」
を
目
指
し
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
15
年
度
よ
り
、
夏
の
間
、
冷
房

機
の
運
転
を
抑
え
、
省
エ
ネ
を
図
る
た

め
、
職
員
は
ノ
ー
上
着
・
ノ
ー
ネ
ク
タ

イ
な
ど
の
軽
装
で
執
務
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
会
議

な
ど
で
来
庁
さ
れ
る
際
は
、ノ
ー
上
着
・

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

信
越
総
合
通
信
局

▽
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
お
よ
び
違

法
な
無
線
設
備
の
情
報
に
関
す
る
こ
と

監
視
調
査
課
　
℡
０
２
６
・
２
３
４
・

９
９
７
６

▽
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受
信

障
害
に
関
す
る
こ
と

受
信
障
害
対
策
官
　
℡
０
２
６
・
２
３

４
・
９
９
９
１

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　「
広
報
お
お
ま
ち
№
９
９
９（
平
成
26

年
５
月
号
）」に
掲
載
の
記
事
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

催
し
　
大
町
市
制
施
行
60
周
年
・
合
併

10
年
記
念
　
劇
団
若
獅
子
公
演
　「
蛍

火
」「
殺
陣
　
春
夏
秋
冬
」（
17
ペ
ー
ジ
）

の
１
行
目

▽
誤
　
信
濃
大
町
観
光
大
使
・
仁
科
亜

希
子
さ
ん

▽
正
　
信
濃
大
町
観
光
大
使
・
仁
科
亜

季
子
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ
　
文
化
会
館
　
℡
・
有

線
２
２
・
９
９
８
８

市議会６月定例会
生放送（午前10：00）

＊一般質問…………………………… ６日・ ９日
＊本会議（最終日）……………………………… 16日

再放送（9～13日は午後9：00、14・15日は午後6：00）
＊一般質問…………………………… ９日〜15日

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊おもてなしの極意とは120％満足だ…… １日〜 ５日
＊長野県少年少女合唱祭…………… ２日〜12日
＊高校野球春季大会　大町 対 松本美須々ヶ丘
　……………………………………… ２日〜13日
＊ご当地対決～洋菓子編…………… 10日〜27日
＊ソフトボール開幕試合 大町・平地区
　……………………………………… 16日〜22日
＊ソフトボール開幕試合 常盤・社地区
　……………………………………… 23日〜29日
＊ぼくらの10年〜山村留学がくれたもの
　……………………………………… 22日・28日

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。

◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページでご覧ください。信濃毎日新聞の中信
版にも毎日掲載しています。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

● ケーブルテレビ 6月の番組から ●

● 有線放送 6 月の番組から ●
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室 編
集

不用品交換コーナー
●譲ります
▷ベビーラック（約７年前購入）�������  無料
▷女児用自転車（約５年前購入、24インチ）��  無料
▷風呂敷（未使用）�������������  無料
▷日本人形���������������� 無料
▷ジャノメ　24時間風呂　ＣＬパック����  無料
▷生ごみ処理機（未使用）����������  応談
▷プリンター（新品）������������  応談
▷炊飯器（約２年使用、１升炊き）������  応談

●譲ってください
▷女子制服（仁科台中学校または八坂中学校）
▷建材　▷薪ストーブ

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってくださ
い。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立することがあ
ります。ご了承ください。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

図書館だより
－新着図書－
(一般)
鼻に挟み撃ち［小説］�� いとう　せいこう／著
ライアー［小説］������� 大沢　在昌／著
憂いなき街（道警シリーズ７）［小説］�� 佐々木　譲／著
大晩年　老いも病いも笑い飛ばす！［エッセイ］
��������������� 永　六輔／著
はじめての梅しごと手帖　少量でもおいしくできる

［料理］������������ 若山　曜子／著
あんこ読本　あんこなしでは生きられない［料理］
������� 和菓子好き委員会あんこ部／著
(子どもの本)
へんし～んねずみくん［日本の絵本］������
����� なかえ　よしを／作、上野紀子／絵
がっこうにヤギがきた！［日本の絵本］…………
����������� 長谷川　知子／文・絵
ターシャ・テューダーのマザーグース［外国の絵本］
��������� ターシャ・テューダー／絵
大きくなるってこんなこと！［外国の絵本］……
ルース・クラウス／文、ヘレン・オクセンバリー／絵
そこから逃げだす魔法のことば［日本の読み物］
��������������� 岡田　淳／作

－貸出ベスト５（４月）－
(一般)
No.1　アマルフィ [ 小説 ]��� 真保　裕一／著
No.2　決意とリボン [ エッセイ]�� 林　真理子／著
No.3　最後の晩餐 [小説]��  新津　きよみ／著
No.4　村上海賊の娘　上・下巻 [小説]�� 和田　竜／著
No.5　人間になれない子どもたち [ 家庭教育 ]
�������������� 清川　輝基／著
(子どもの本)
No.1　パンダ銭湯［日本の絵本］… ………………
������������ tupera tupera ／作
No.2　てぶくろ［外国の絵本］��������
������ エウゲーニー・Ｍ・ラチョフ／絵
No.3　オニじゃないよおにぎりだよ[日本の絵本]
������������ シゲタ　サヤカ／作
No.4　くだもの［日本の絵本］��� 平山　和子／作
No.5　りんごかもしれない [ 日本の絵本 ]………
���������� ヨシタケ　シンスケ／作

－今月の推薦図書－

ムーミングリーティングカード
鈴木　孝美／カードデザイン・制作
　ことしは、ムーミンの原作者と
して知られるトーべ・ヤンソン生
誕100周年です。世代を超えて多
くの人々に愛され続けるムーミン。そんなムーミ
ンのかわいいグリーティングカードが作れます。
さりげないメッセージやプレゼント、イベントな
どに喜ばれる作品を数多く掲載しています。

－催し－

おいで　えほんのおへや・・・・・６月10日（火） 午前11時
おはなしの森・・・・・・・・６月７日（土） 午前10時30分
おりがみ教室・・・・・・・・・・・・・・・・・毎週日曜日　午後２時

－おしらせ－

　６月16日（月）～30日（月）は、蔵書点検および
システムの入れ替え作業のため臨時休館します。

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

今
月
の
納
税
な
ど

市
県
民
税
…
…
…
…
…
…
…
…
第
１
期

国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
６
月
分

保
育
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
月
分

市
営
住
宅
使
用
料

定
住
促
進
住
宅
使
用
料

雇
用
促
進
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
月
分

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
…
…
６
月
分

上
下
水
道
料
…
…
…
…
…
…
…
６
月
分

納
期
限
は
６
月
30
日（
月
）

＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 29,437（＋ 51） 転入 148

男 14,253（＋ 29） 転出   73

女 15,184（＋ 22） 出生   11

世帯数 11,837（＋ 62） 死亡   35
※ 5 月 1 日現在、（　）内は前月比

　
広
報
に
掲
載
す
る
た
め

市
民
の
皆
さ
ん
の
表
情
や
様

子
を
撮
影
し
よ
う
と
、
日
頃
、

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て
撮

影
し
て
い
ま
す
。
表
紙「
病

院
祭
」の
信
州
プ
ロ
レ
ス
の
と
き
も
、
病
院
の

屋
根
か
ら
試
み
て
撮
影
に
集
中
。
す
る
と
、
マ

イ
ク
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
レ
ス
ラ
ー
が
撮

影
に
気
付
き
、
お
客
さ
ん
の
目
が
一
斉
に
こ
ち

ら
に
…
…
。
抜
け
る

よ
う
な
青
空
で
真
っ

黒
に
日
焼
け
す
る
ほ

ど
暑
い
日
で
し
た
が
、

冷
や
汗
を
か
い
た
瞬

間
で
し
た
。（
写
真

：

レ
ス
ラ
ー
に
気
付
か

れ
た
瞬
間
）
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この広報紙は再生紙を使用し、石油溶剤のかわりに
大豆油を使用した大豆インキで印刷しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

くらしの案内板6月

無料相談

社会保険・
年金・労働

14日（土）
9:30〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
14日・28日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

10日（火）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

10日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=大田康朗弁護士 （次回は7月8日　宮井麻由子弁護士）

市民なんでも
相談（要予約）

27日（金）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

行 政

25日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

18日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

25日（水）
9:00〜12:00 美麻支所

年 金 19日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

女 性

12日（木）
10:00〜15:00 東小会議室

（市役所東庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52526日（木）

9:00〜12:00

育 児
6日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

交通事故 26日（木）
10:00〜15:00 大町合同庁舎

北安曇地方事務所
地域政策課
県民生活係

☎ 23-6502

心配ごと
9日・23日

月曜日
13:00〜16:00 総合福祉

センター
社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
9日・23日

月曜日
13:00〜15:00

人 権 19日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

有料相談（要予約）
法 律 17日・24日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）へ
料金 =1時間以内10,000円（税別）

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

■内科（市内）・外科（大北一円）　　　　    （9:00〜17:00）

  1日（日）
内 遠藤内科医院  （神栄町） ☎ 22-0031

外 西森整形外科  （松川村） ☎ 61-1700

  8日（日）
内 松林医院　　  （大黒町） ☎ 22-5800

外 石曽根医院　  （八日町） ☎ 22-0142

15日（日）
内 菊地クリニック  （上一） ☎ 21-2580

外 大町総合病院  （高見町） ☎ 22-0415

22日（日）
内 小野医院　  （堀六日町） ☎ 22-0047

外 安曇総合病院  （池田町） ☎ 62-3166

29日（日）
内 平林医院　　  （六九町） ☎ 22-2525

外 狩谷整形外科医院（桜田町） ☎ 22-7788

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。（9:00〜12:00）

  1日（日） 小田切歯科医院　  （池田町） ☎ 62-3134

  8日（日） 金子歯科医院　　　  （旭町） ☎ 23-2200

15日（日） 柏原歯科医院　　  （白馬村） ☎ 71-1182

22日（日） 平林歯科医院　　　  （東町） ☎ 22-1149

29日（日） いとう歯科医院　  （松川村） ☎ 62-8880

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。 （9:00〜17:30）

  1日（日）
林薬局　　　　　  （仁科町） ☎ 22-0151

とをしや薬局大町常盤店 （上一） ☎ 26-3252

  8日（日） はなのき林薬局  （東若宮町） ☎ 85-0595

15日（日）

カネリキ山口薬局  （大黒町） ☎ 22-0184

れんげ薬局　　　  （高見町） ☎ 22-0125

轟薬局　　　　　　  （上一） ☎ 21-1512

22日（日） かみいち林薬局　　  （上一） ☎ 26-3025

29日（日） タカミ薬局　　　  （下仲町） ☎ 22-0180

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00

休 診 日 1日㈰・8日㈰・15日㈰・22日㈰・29日㈰

受付時間 18:30〜20:45 ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）
「フレンド・プラザ大町」内


